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財政指標
主なポイ ント

・ 財政力指数　 　 　 ０ .７ １ ２ 　 　
　 財政力指数と は、 地方公共団体の財政力を示す指数で、 指数が高いほど
　 普通交付税算定上の留保財源が大きいこ と になり 、 財源に余裕があると
　 いえます。

・ 経常収支比率　 　 ８ ９ .９ ％
　 経常収支比率と は、 財政構造の弾力性を測定する指標です。 経常収支比
　 率が低ければ低いほど財政運営に弾力性があり 、 政策的に使えるお金が
　 多く あるこ と を示し ています。

・ 実質公債費比率　 －１ .９ ％　 　 　
　 実質公債費比率と は、 市のすべての会計における、 借金返済額の市の財
　 政規模に対する割合です。

・ 将来負担比率　 － ％（ ※良好なため、 比率は生じ ていない）
　 将来負担比率と は、 自治体が将来的に負担する地方債などの負債残高が、
　 市の財政規模の何倍かを示す指標です。 3 5 0 ％を超えると 早期健全化団
　 体と なり 、 事実上お金の使い方に制限がかかり ます。

公共施設整備基金について

民生費の増加について財政調整基金を 市民の暮ら し に活用すべ
き ではないか

公共施設整備基金はどのよ う な事業に使われる のか。

公共施設整備基金は、 公共施設の長寿命化、 統廃合及び解

体等を 目的に、 計画的に積み立てている 基金である 。 直近

では、 深丘園の修繕、 仙元荘や市営住宅の解体等に活用し

ている 。

Q

A

財政調整基金の残高が前年度約1 5 9 億円から 約7 億円増加

し ている 。 諸物価高騰で市民の暮ら し が大変と いう 状況の

中で、 市民の暮ら し にも っ と 活用すべき でないか。

財政調整基金の残高については令和4 年度の決算剰余金を

地方財政法などの関係法令に基づき 積立てを 行う など調整

をし た結果、 前年度より 約7 億円ほど増と なっ た。 令和5 年

度は保育料の完全無償化を はじ めと し た将来を 担う 子ども

たち のための取組や給食の食材費の補助などの物価高騰対

策を実施し た。

今後財政需要が高まること が見込まれるこ と から、 中長期的な

視点に立ち、 全体の調整財源と し て計画的に活用し ていく 。

Q

A

一般財源から 民生費に対する支出が2 0 億円増えた理由は。

民生費について は、 子育て 、 障害者、 高齢者な ど 様々な

方々に対する 支援、 いわゆる 扶助費が年々増加し ている 。

また、 保育士の人件費など、 保育園に係る 経費の増加も 要

因と なっ ている 。

今後も 続く のか。

個々の案件によ り 、 変動する も のであり 、 毎年2 0 億円ず

つ伸びていく 見通し はし ていない。

Q

A

Q

A

歳入歳出決算状況について
歳入歳出決算状況について、 地方交付税が予算現額に対し

て約3 ,0 0 0 万円収入が少なかっ たのは。

特別交付税について、 前年度並みの交付を 見込んだが、 結

果と し て深谷市への配分が少なかっ た。 要因と し ては、 特

別交付税は、 全国で災害等が発生する と 、 被災団体に対し

て多く 配分さ れる 傾向にある こ と から 、 その結果と し て深

谷市への配分が減少し たも のと 推測さ れる。

Q

A

財政状況は良好
主なポイ ント
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令 和 ５ 年 度 決 算令 和 ５ 年 度 決 算 令 和 ５ 年 度 決 算令 和 ５ 年 度 決 算

　 令和５ 年度は新型コ ロ ナウイ ルス感染症が５ 類へと 移行し たも
のの、 物価高騰への対応と 、 その時々の状況に応じ た対策を 講じ
つつ、 保育料完全無償化の実施、 学校総合支援員やイ ン ク ルーシ
ブ支援員を はじ めと し た各学校への支援員の拡充など、 将来を 担
う 子ども たち のための取組や、 新札発行を 見据えた渋沢栄一翁関
連の取組などを 推進し まし た。
　 施設面では、 公民館、 図書館、 総合支所等の機能を 併せ持つ新
たな 地域活動の拠点で ある 川本複合施設「 ワモ ア 川本」 の建設
や、 耐震化改修を 終えた「 中の家」 主屋のリ ニュ ーアルオープン
など、 本市の発展のための取組を 実施し まし た。
　 また、 基金全体の残高については、 財政調整基金を はじ めと し
た基金の適切な管理に努めた結果、 前年度から 約1 9 億円の増と な
り まし た。 なお、 実質公債費比率や将来負担比率についても 、 良
好な状況を 維持し ています。

決 算
審 査

令和５ 年度

市税
31.6%

地方交付税 1 3 . 3 %

市債
4 . 3 %

繰越金
7 .1 %

地方譲与税 1 . 0 %

国庫支出金
1 8 . 1 %

県支出金 6 . 7 %

その他
6 . 6 %

自主財源
5 0 . 0 %

依存財源
5 0 . 0 %

繰入金1 . 9 %

財産収入・ 寄附金・
諸収入 7 . 7 %

分担金及び負担金・
使用料及び手数料 1 . 6 %

地方交付税 1 3 . 3 %

市債
4 . 3 %

地方譲与税 1 . 0 %

国庫支出金
1 8 . 1 %

県支出金 6 . 7 %

その他
6 . 6 %

自主財源
5 0 . 0 %

依存財源
5 0 . 0 %

繰入金1 . 9 %

財産収入・ 寄附金・
諸収入 7 . 7 %

分担金及び負担金・
使用料及び手数料 1 . 6 %

総務費
1 1 . 3 %

民生費
4 1 . 7 %

土木費
8 . 2 %

消防費 3 . 8 %

議会費 0 . 5 %

労働費 0 . 1 %

農林水産業費 1 . 6 %

公債費 5 . 6 %

教育費
1 2 . 6 %

消防費 3 . 8 %

議会費 0 . 5 %

衛生費
7 , 7 %

労働費 0 . 1 %

農林水産業費 1 . 6 %

商工費
7 . 0 %

公債費 5 . 6 %

款 決算額

合計

歳入内訳 歳出内訳（ 単位： 千円） （ 単位： 千円）

○各決算額は、 表示単位未満を四捨五入し ているため、 合計と 一致し ない場合があり ます。

※網掛けは自主財源

財産収入

寄附金

繰入金

繰越金

諸収入

市債

934,975

1,005,549

1,235,164

4,536,181

2,965,247

2,732,900

63,595,157

○各決算額は、 表示単位未満を四捨五入し ているため、 合計と 一致し ない場合があり ます。

款 決算額款 決算額

20,093,354

650,240

6,400

116,934

135,983

275,938

3,334,344

41,174

126,694

158,693

8,449,605

19,604

639,656

383,725

11,506,330

4,246,467

市税

地方譲与税

利子割交付金

配当割交付金

株式等譲渡所得割交付金

法人事業税交付金

地方消費税交付金

ゴルフ 場利用税交付金

環境性能割交付金

地方特例交付金

地方交付税

交通安全対策特別交付金

分担金及び負担金

使用料及び手数料

国庫支出金

県支出金

款 決算額

284,532

6,702,434

24,661,619

4,531,313

84,811

936,570

4,159,036

4,826,336

議会費

総務費

民生費

衛生費

労働費

農林水産業費

商工費

土木費

款 決算額

2,251,379

7,443,623

3,294,207

59,175,860

消防費

教育費

公債費

合計

2
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議長
角田　 義徳　

決算特別委員会
副委員長　 今井　 慶一郎

決算特別委員会
委員長　 富田　 勝

令和５ 年度決算を 集中審査する ため、

決算特別委員会を 設置し まし た。

質疑の通告は８ ９ 項目あり まし た。

質疑の一部を 掲載し ます。

緊張感のある 審査を

行いまし た。

道路維持管理事業

道路維持管理事業における除草について、 定期的

に行う 除草や要望があっ て行う 除草の金額の内訳

の詳細、 除草要望件数や除草費用の推移はどう か。

定期的に行う 利根川や小山川等の堤防の占用条件

に よ る 除 草 委託 料 は発 注 件数 3 件 で 4 8 0 万

4 ,8 0 0 円、 要望によ る 生活道路や農道など の除

草委託料は発注件数7 8 件で3 ,0 8 0 万8 ,5 0 0 円

（ 職員対応含まず） 。

除草要望件数の推移は令和３ 年度が3 1 1 件、 令

和４ 年度が2 8 6 件、 令和５ 年度が2 9 1 件と ほぼ

横ばい。 除草業務委託料全体の推移では、 令和３

年度がおよ そ2 ,5 2 5 万円、 令和４ 年度がおよ そ

2 ,4 9 9 万円、 令和５ 年度がおよ そ3 ,5 6 1 万円

で、 令和５ 年度は例年に比べて雑草の繁茂による

対応範囲が多い状況であっ た。

水道事業会計について、 管路更新率が0 .6 ％と 非

常に低いが、 更新サイ ク ルは何年になる か。 ま

た、 有収率向上計画等を策定し ていく べきと 考え

るが、 いかがか。

更 新 さ れ て い な い 配 水 管 は 令 和 ５ 年 度 末 で

4 2 4 .5 2 ｋ ｍ、 令和３ 年度から 令和５ 年度の水

道管更新延長が平均5 .8 2 ｋ ｍ、 単純に試算で全

ての水道管が更新さ れる のはおよ そ7 3 年かかる

見込みと なる 。 ま た、 全ての配水管延長である

1 ,1 2 3 ｋ ｍを 更新するにはおよ そ1 9 3 年かかる

見込みと なる。

有収率の向上は深谷市でも 考えていかなければな

ら ない問題であり 、 計画等含めて検討し ていき た

い。

地球温暖化対策事業について、 住宅用省エネ設備

設置者への補助金交付の執行率9 5 .3 ％、 不用額

は1 3 0 万3 ,8 2 0 円であるが、 申請に対し ての交

付件数は1 0 0 ％と 考えてよいか。

令和５ 年度の住宅用省エ ネ設備設置費補助金は

3 0 8 件の申請があり 、 全ての申請に対し て補助

金を交付し ている。

建設改良事業

地球温暖化対策事業

清掃センタ ー負担金
中央土地区画整理事業
ごみ収集委託事業
道路維持管理事業

約１ ３ 億７ ,３ ９ ９ 万円

約５ 億５ ,９ ４ ９ 万円
約５ 億４ ,９ ５ ６ 万円

約４ 億７ ,５ ４ ６ 万円
（ 千円単位四捨五入）

－主な事業費－

暮らし ･協働

Q

A

Q

A

Q

A

地域生活支援事業

高齢者権利擁護推進事業

本事業は平成1 8 年より 障害者自立支援法に基づき
施行さ れた。 当初負担割合は国２ 分の１ 、 県４ 分
の１ 、 市４ 分の１ と さ れていたが、 現在は国2 分の
1 以内、 県４ 分の１ 以内に変わっ ている。 令和５ 年
度決算で は、 国庫支出金2 1 . 6 ％、 県支出金
1 0 .9 ％、 深谷市の一般財源が6 7 .5 ％であり 、 国
の示し た値と かなり 違う が。
地域生活支援事業は、 現在は障害者総合支援法に
基づき市町村が実施する事業の総称であり 、 相談
支援事業や日常生活用具給付事業など、 様々な事
業で構成さ れており 、 その中には国県の補助対象
事業と なら ないも のも あるこ と から 、 令和５ 年度
決算額全てが補助対象と はなっ ていない。 また、
国の交付額は、 「 国が定める基準額と 対象経費の
実支出額と を比較し て少ない方の額に、 補助率を
乗じ た額」 と なっ ており 、 令和５ 年度は実支出額
より も 国が定める基準額が低かっ たこ と から 、 補
助率が低かっ た。 なお、 国が定める基準額につい
ては、 自治体の人口規模や前年度の執行実績など
を踏まえ配分し ていると のこ と である。

成年後見制度について事業概要に市民後見人の養
成を行っ ていると あるが、 養成実績と 、 その後の
活動について伺う 。
深谷市成年後見サポート センタ ーが市民後見人養
成講座を開催し ており 、 令和５ 年度の実績は、 基
礎過程の修了者が1 4 名、 実践課程の修了者は1 1
名である。 こ の実践課程を修了し 、 希望する方は
権利擁護支援員と し て登載さ れる。 現在3 7 名おり
法人後見について社会福祉協議会の補助業務を
行っ ている。 また、 市民後見人になるには、 権利
擁護支援員と し て活動し た後、 弁護士、 司法書
士、 社会福祉士の３ 士による面談を経て市民後見
人名簿に登録し その後市が家庭裁判所に推薦し 、
成年後見人と し て選任さ れる必要がある。 こ れま
で市民後見人名簿に登録さ れた方はいない。

小学校教育活動推進事業

教育研究所管理運営事業

文化財活用事業

民間プールの活用と あるが、 利用し ている学校は。
岡部地区の４ 校で、 パティ オを活用し た水泳授業
を行っ ている。
その成果は。
ク ロ ール又は平泳ぎで2 5 ｍを 泳ぎ切っ た児童の
割合で比較すると 、 パティ オを活用し ている岡部
地区の小学校は5 2 ％、 その他の1 5 校は4 3 .2 ％
と なっ ている。 また、 水泳授業が楽し いと 感じ る
児童の割合は、 岡部地区の小学校は9 6 ％、 その
他の1 5 校は8 5 ％と なっ ており 、 子供たちにと っ
て好意的な結果と なっ ている。

深谷いーネッ ト の実施体制は。
市内児童生徒のいじ め、 暴力、 学校生活の悩み等
の解決に向けて、 保護者や本人と 電話やメ ールで
相談活動を行っ ている。 電話相談はフ リ ーダイ ヤ
ルのため相談者に無料と なっ ており 、 平日午前９
時から 午後４ 時3 0 分まで、 メ ール相談は2 4 時間
受け付けている。 令和５ 年度の相談件数は９ 件で、
内容は不登校についてが３ 件、 学校対応について
が４ 件、 就学相談が１ 件、 その他が１ 件と なっ て
いる。

事業概要の中に郷土芸能の体験学習を実施と ある
が、 その内容は。 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　
例年５ 月頃、 市内小学校に体験学習の実施希望を
募り 、 希望があっ た無形民俗文化財保持団体と 調
整を行い、 学校にその団体を派遣し て体験学習を
行っ ている。 令和５ 年度は岡部西小学校において、
岡の獅子舞を実施し た。

教育
保育施設運営事業 ( 公立･私立 )
障害者支援事業

児童手当支給事業

価格高騰重点支援給付金給付事業

約４ ８ 億７ ,０ ９ ７ 万円
約３ ９ 億５ ,８ ８ ７ 万円

約１ ９ 億　 　 ９ ５ 万円

約１ ２ 億　 １ ２ ０ 万円
（ 千円単位四捨五入）

－主な事業費－

福祉

Q

A

Q

A

川本複合施設建設事業

小学校給食事業

公民館施設整備維持事業

小学校管理事業

約１ ７ 億８ ,０ ４ ２ 万円

約３ 億８ ,２ ８ ４ 万円

約２ 億５ ,３ ８ １ 万円

約２ 億２ ,２ ２ ３ 万円
（ 千円単位四捨五入）

－主な事業費－

議会が決定し た予算が適正に執行さ れ

たかどう かを 審査する と と も に、 決算

関係書類に基づき 、 行政効果や経済効

果を 確認し 、 客観的に評価する決算審

査の責務を 果たせたと 思います。

産業拠点推進事業　
花園イ ンタ ーチェ ンジ拠点整備プロジェ ク ト にお
いて、 事業計画に沿っ た事業効果が挙げら れてい
るか。
令和５ 年度中に民間事業者から 受領し た地代の合
計金額は約４ 億8 ,4 0 0 万円、 地権者に支払っ た
地代の合計金額は約２ 億2 ,7 0 0 万円、 差額は約
２ 億5 ,7 0 0 万円のプラ スの収益と なっ ている 。
土地の地代と そのほか法人市民税、 固定資産税等
があるが、 令和５ 年度においては収入の見通し に
計上し た額から 大き な乖離はない。 また、 現時点
では3 0 年後の見通し についても 大き な乖離はな
いも のと 考えている。

産業
地域通貨導入事業

産業価値向上事業

深谷グリーンパーク管理運営事業

農業基盤整備事業　

約２ ４ 億　  ３ ０ ５ 万円

約４ 億４ ,４ ４ ８ 万円

約２ 億　  ７ ５ ５ 万円

約１ 億７ ,６ ６ ７ 万円
（ 千円単位四捨五入）

－主な事業費－

決算Q & A決算Q & A決算Q & A決算Q & A

反
対
討
論

　
３
つ
の
理
由
で
反
対

す
る
。
１
つ
は
、
財
政

調
整
基
金
残
高
が
約
１

６
６
億
円
と
多
額
だ
が
、

市
民
か
ら
寄
せ
ら
れ
て

い
る
要
望
の
実
現
や
暮

ら
し
や
福
祉
・
教
育
、

物
価
高
騰
対
策
や
災

害
・
防
災
対
策
に
こ
そ

活
用
す
べ
き
で
あ
る
。

２
つ
に
は
、
国
・
県
の

感
染
症
あ
る
い
は
物
価

高
騰
対
策
が
ほ
と
ん
ど

で
、
市
独
自
の
施
策
が

少
な
い
。
３
つ
に
、
大

企
業
依
存
の
市
政
運
営

で
は
な
く
、
地
元
の
農

家
や
中
小
企
業
、
零
細

な
個
人
事
業
者
を
支
援

し
、
地
域
経
済
の
活
性

化
を
図
る
べ
き
で
あ
る
。

　
　
　
　
鈴
木
　
三
男

賛
成
討
論

　
令
和
５
年
度
は
、
第

２
次
深
谷
市
総
合
計
画

に
掲
げ
た
「
元
気
と
笑

顔
の
生
産
地
ふ
か
や
」

の
実
現
に
向
け
た
様
々

な
事
業
が
実
施
さ
れ
、

大
き
く
前
進
し
た
年
と

な
っ
た
。
一
方
、
市
税

収
納
率
が
対
前
年
０
・

２
ポ
イ
ン
ト
減
少
と

い
っ
た
残
念
な
結
果
と

な
り
課
題
を
残
し
た
が
、

近
年
頻
発
化
・
激
甚
化

し
て
い
る
自
然
災
害
な

ど
の
不
測
の
事
態
に
備

え
た
基
金
の
積
み
増
し

な
ど
は
市
民
皆
様
に
安

心
を
も
た
ら
す
も
の
で

あ
り
、
引
き
続
き
選
択

と
集
中
に
よ
る
健
全
な

財
政
運
営
を
継
続
す
べ

き
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
清
水
　
健
一

Q

A

Q

A

アグリ テッ ク 集積事業　
深谷市の農業にどのよう なプラ ス効果があると 考
えているか。
アグリ テッ ク 企業を集積するこ と で、 農業課題の
解決につながるも のと 考えている。 例えば、 機械
化でき る技術を持つ企業を誘致するこ と ができ れ
ば、 人手不足など農業現場で日々感じ ている悩み
や課題の解決につながるアグリ テッ ク が生まれる
可能性があり 、 将来の本市の農業課題を見据えた
取組と なっ ている。

Q

A

Q

A

Q

A

Q

A
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国
済
寺
土
地
区
画
整
理
事
業

調
整
池
整
備
工
事

契約
　
　

Q　
　

A

　
　

請
負
金
額
６
億
５
，
６
７
０
万
円
で
古
郡
・
鈴
木
特

定
建
設
工
事
共
同
企
業
体
と
工
事
請
負
契
約
の
締
結

を
す
る
も
の
で
す
。

　
調
整
池
完
了
後
、
子
供
た
ち
の
事
故
等
が
起
き
な
い

よ
う
対
策
の
取
れ
た
防
止
柵
や
注
意
喚
起
の
表
記
等
、

安
全
対
策
・
安
全
管
理
が
十
分
取
れ
た
設
計
か
。

　
工
事
着
工
前
に
地
域
住
民
に
は
工
事
概
要
等
の
周
知

を
図
り
、
安
全
対
策
に
努
め
る
。
工
事
期
間
中
は
高
さ

３
ｍ
の
仮
囲
い
を
し
て
、
防
音
や
防
塵
対
策
、
中
に
人

が
入
ら
な
い
対
策
を
取
っ
て
い
く
。
整
備
後
は
１
・
８

ｍ
の
フ
ェ
ン
ス
よ
り
若
干
高
め
に
し
、
南
の
公
園
側
は

よ
り
高
く
３
・
３
ｍ
に
し
て
ボ
ー
ル
等
が
入
ら
な
い
設

計
を
考
え
て
い
る
。

　
国
済
寺
土
地
区
画
整
理
事
業
調
整
池
整
備
工
事
を
複

合
施
設
建
設
と
同
じ
古
郡
・
鈴
木
特
定
建
設
工
事
共
同

企
業
体
が
落
札
し
た
。
一
か
月
足
ら
ず
の
間
に
予
定
金

額
の
合
計
6 3
億
４
，
３
９
０
万
円
の
公
共
工
事
を
一
者

応
札
で
３
連
続
落
札
。
し
か
も
平
均
落
札
率
9 9
・

6 7
％

は
全
国
に
も
例
が
な
い
。
入
札
者
が
一
者
だ
っ
た
場
合
、

再
入
札
を
行
う
自
治
体
も
有
る
中
で
、
第
３
者
機
関
の

設
置
も
必
要
な
い
と
す
る
深
谷
市
の
姿
勢
は
理
解
で
き

な
い
。
チ
ェ
ッ
ク
機
関
と
し
て
議
会
の
役
割
を
果
た
す

た
め
議
案
に
反
対
す
る
。
　
　
　
　
　
　
　
村
川
　
徳
浩

　
こ
の
工
事
の
入
札
も
市
内
業
者
1 9
者
を
対
象
と
し
、

最
大
限
参
加
可
能
な
一
般
競
争
入
札
で
行
わ
れ
た
。
代

表
構
成
員
と
な
る
資
格
業
者
も
1 2
者
あ
り
、
最
大
９
つ

の
Ｊ
Ｖ
が
可
能
と
考
え
ら
れ
る
状
況
の
中
で
行
わ
れ
た

も
の
で
、
公
平
で
公
正
な
透
明
性
の
高
い
入
札
で
あ
る

と
考
え
る
。
落
札
率
が
高
い
か
ら
お
か
し
い
と
い
う
も

の
で
は
な
く
、
１
者
し
か
応
札
し
な
い
か
ら
お
か
し
い
、

反
対
討
論

賛
成
討
論

原
郷
上
野
台
線
街
路
築
造
工
事

契約
　
　

Q　
　

A

　
　

請
負
金
額
2 9
億
２
，
４
９
０
万
円
で
古
郡
・
第
一
石

産
特
定
建
設
工
事
共
同
企
業
体
と
工
事
請
負
契
約
の

締
結
を
す
る
も
の
で
す
。

　
　

　
今
回
の
工
事
請
負
契
約
に
つ
い
て
、
な
ぜ
応
札
が
１

者
な
の
か
。
落
札
率
は
適
正
な
の
か
。

　
一
般
競
争
入
札
に
よ
り
実
施
し
て
お
り
、
対
象
も
県

内
ま
で
拡
大
し
、

3 5
者
で
実
施
し
て
い
る
。
結
果
と
し

て
１
者
で
あ
っ
た
。
入
札
執
行
に
当
た
り
定
め
た
予
定

価
格
の
範
囲
内
で
あ
り
、
落
札
率
は
適
正
と
考
え
る
。

　
深
谷
市
は
、
埼
玉
県
の
シ
ス
テ
ム
を
使
い
電
子
入
札

を
行
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
入
札
の
公
告
か
ら
入
札
完

了
ま
で
の
間
、
入
札
参
加
者
等
の
情
報
は
、
対
象
者
だ

け
で
な
く
発
注
者
も
含
め
て
分
か
ら
な
い
状
況
で
事
務

を
進
め
て
い
る
た
め
、
１
者
応
札
で
も
有
効
と
す
る
取

扱
い
を
行
っ
て
い
る
。
こ
の
取
扱
い
に
つ
い
て
は
、
埼

玉
県
や
、
近
隣
の
熊
谷
市
、
本
庄
市
も
同
様
で
あ
る
。

　
原
郷
上
野
台
線
街
路
築
造
工
事
を
古
郡
・
第
一
石
産

特
定
建
設
工
事
共
同
企
業
体
が
落
札
し
た
。
共
同
企
業

体
の
代
表
構
成
員
Ａ
社
は
、
令
和
２
年
と
３
年
に
合
計

３
件
の
事
故
を
起
こ
し
、
入
札
参
加
停
止
処
分
を
受
け

て
い
る
。
令
和
３
年
７
月
の
人
身
事
故
で
は
、
作
業
員

が
全
治
３
カ
月
の
重
傷
だ
っ
た
に
も
関
わ
ら
ず
、
救
急

車
は
呼
ば
れ
な
か
っ
た
。
今
年
１
月
に
は
、
労
働
基
準

監
督
署
に
対
す
る
虚
偽
報
告
で
も
熊
谷
市
他
の
自
治
体

で
入
札
参
加
停
止
処
分
も
受
け
て
い
る
。
コ
ン
プ
ラ
イ

ア
ン
ス
の
問
題
も
あ
り
反
対
で
あ
る
。
　   

村
川
　
徳
浩

　
工
事
の
入
札
は
市
内
及
び
県
内
業
者
3 5
者
が
対
象
と

幅
広
く
、
最
大
限
参
加
可
能
な
一
般
競
争
入
札
で
行
わ

れ
た
。
開
札
す
る
ま
で
応
札
者
は
も
ち
ろ
ん
入
札
執
行

　
　

国
民
健
康
保
険
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例

条例

　
　

国
民
健
康
保
険
法
の
一
部
改
正
に
伴
い
、
被
保
険
者
証
の

返
還
に
係
る
罰
則
の
規
定
を
削
除
す
る
等
の
改
正
で
す
。

　
　

反
対
討
論

賛
成
討
論

埼
玉
県
後
期
高
齢
者
医
療

広
域
連
合
規
約
の
変
更

規約
　
　

Q　
　

A
高
齢
者
の
医
療
の
確
保
に
関
す
る
法
律
の
一
部
改
正

に
伴
い
、
埼
玉
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
規
約

を
変
更
す
る
こ
と
に
つ
い
て
協
議
す
る
も
の
で
す
。

　
紙
の
保
険
証
が
な
く
な
る
と
い
う
こ
と
だ
が
、
国
民

健
康
保
険
証
と
の
違
い
は
あ
る
の
か
。
　
　

　
被
保
険
者
証
の
取
扱
い
に
つ
い
て
は
国
民
健
康
保
険

と
変
わ
り
は
な
い
。

　
国
民
健
康
保
険
と
同
様
、
マ
イ
ナ
保
険
証
へ
の
疑
問

や
不
安
が
多
く
、
マ
イ
ナ
保
険
証
を
持
っ
て
い
て
も
従

来
の
保
険
証
が
使
い
や
す
い
と
し
て
、
マ
イ
ナ
保
険
証

を
利
用
し
な
い
方
も
多
い
。
今
な
お
多
く
の
方
が
現
行

の
健
康
保
険
証
の
継
続
を
求
め
て
い
る
こ
と
か
ら
、
こ

の
議
案
に
反
対
す
る
。
　
　
　
　
　
　
　
鈴
木
　
三
男

　
本
規
約
変
更
は
、
「
被
保
険
者
証
及
び
資
格
証
明
書

の
引
き
渡
し
及
び
返
還
の
受
付
」
と
あ
っ
た
も
の
か
ら

被
保
険
者
証
を
削
除
す
る
も
の
で
、
事
業
の
一
部
混
乱

を
防
ぐ
も
の
で
あ
る
と
理
解
す
る
た
め
、
本
議
案
に
賛

成
で
あ
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
清
水
　
健
一

反
対
討
論

賛
成
討
論

　
　

　
　

　
　

Q　
　

A 　
健
康
保
険
証
の
廃
止
に
よ
る
経
過
措
置
の
内
容
は
。

　
国
民
健
康
保
険
法
の
一
部
改
正
に
よ
り
、
令
和
６
年

1 2
月
２
日
か
ら
被
保
険
者
証
が
廃
止
と
な
る
。
そ
の
後

は
、
マ
イ
ナ
保
険
証
を
基
本
と
す
る
仕
組
み
に
移
行
す
る
。

　
令
和
６
年
1 2
月
２
日
時
点
で
現
に
交
付
し
て
い
る
有

効
な
被
保
険
者
証
は
そ
の
時
点
か
ら
最
長
１
年
間
、
有

効
期
限
が
そ
れ
よ
り
前
に
失
効
す
る
場
合
に
は
そ
の
有

効
期
限
ま
で
使
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
の
こ
と
か

ら
、
罰
則
規
定
を
削
除
し
た
後
も
特
別
な
事
情
が
な
い

に
も
か
か
わ
ら
ず
長
期
に
わ
た
り
国
民
健
康
保
険
税
を

滞
納
し
、
被
保
険
者
証
の
返
還
に
応
じ
な
い
方
に
は
引

き
続
き
過
料
を
科
す
こ
と
を
定
め
る
も
の
で
あ
る
。

　
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
作
成
は
任
意
で
あ
る
上
、

高
齢
者
に
は
利
用
が
難
し
い
。
ま
た
、
紛
失
し
た
時
の

手
続
き
が
心
配
、
災
害
時
や
停
電
の
時
に
は
使
用
で
き

な
い
、
自
分
の
情
報
が
漏
れ
な
い
か
な
ど
、
マ
イ
ナ
保

険
証
へ
の
疑
問
や
不
安
が
多
い
。
更
に
、
マ
イ
ナ
保
険

証
を
持
っ
て
い
て
も
従
来
の
保
険
証
が
使
い
や
す
い
と

し
て
、
マ
イ
ナ
保
険
証
を
利
用
し
な
い
方
も
多
い
。
今

な
お
多
く
の
方
が
現
行
の
健
康
保
険
証
の
継
続
を
求
め

て
い
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
議
案
に
反
対
す
る
。
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
鈴
木
　
三
男

　
マ
イ
ナ
保
険
証
に
つ
い
て
は
、
法
令
で
定
め
ら
れ
、

1 2
月
２
日
か
ら
運
用
が
開
始
さ
れ
る
こ
と
が
決
定
し
て

い
る
。
一
自
治
体
と
し
て
は
、
そ
れ
に
基
づ
き
条
例
を

改
正
し
、
対
応
し
て
い
く
の
は
当
た
り
前
で
あ
る
と
考

え
る
た
め
、
こ
の
議
案
に
賛
成
で
あ
る
。   

富
田
　
　
勝

反
対
討
論

賛
成
討
論

　
　

Q 　
　

Q　
　

Q 　
　

A　
　

A　
　

A

　
　

　
　

令
和
６
年
度
一
般
会
計

補
正
予
算
（
第
４
号
）

補正
　
　

Q　
　

A　
　

Q
　

　
　

A
小
中
学
校
給
食
事
業
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
運
行
事

業
や
公
共
施
設
の
修
繕
な
ど
、
合
わ
せ
て
2 7
億
２
４

９
万
８
千
円
を
追
加
す
る
も
の
で
す
。

　
公
立
保
育
施
設
運
営
事
業
に
つ
い
て
、
み
ら
い
幼
児

園
お
か
べ
の
雨
漏
り
を
改
修
す
る
た
め
の
調
査
経
費
を

計
上
す
る
と
の
事
だ
が
、
い
つ
頃
か
ら
ど
ん
な
状
況
な

の
か
。

　
み
ら
い
幼
児
園
お
か
べ
の
雨
漏
り
調
査
に
つ
い
て
は
、

業
者
に
委
託
し
て
雨
漏
り
の
根
本
的
な
原
因
を
探
る
と

い
う
調
査
に
な
る
。
２
、
３
年
前
ま
で
は
１
年
に
１
回

程
度
、
多
少
の
雨
漏
り
が
あ
る
と
い
っ
た
報
告
を
受
け

て
い
た
。
最
近
、
雨
漏
り
の
頻
度
が
高
く
な
っ
て
き
て

お
り
、
今
年
度
は
既
に
４
回
報
告
を
受
け
て
い
る
。
雨

漏
り
を
し
て
い
る
箇
所
は
、
皆
で
集
ま
っ
て
お
遊
戯
な

ど
を
す
る
ホ
ー
ル
で
、
柱
を
伝
っ
て
水
が
垂
れ
て
き
て

い
る
と
い
う
状
況
で
あ
る
。
ま
ず
は
調
査
を
行
い
、
原

因
を
探
り
、
こ
の
後
の
修
繕
に
つ
な
げ
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
る
。

　
担
い
手
育
成
事
業
に
お
け
る
、
令
和
７
年
度
の
、
例

え
ば
産
地
生
産
基
盤
パ
ワ
ー
ア
ッ
プ
事
業
に
つ
い
て
、

ニ
ー
ズ
や
要
望
が
あ
る
か
と
い
う
ア
ン
ケ
ー
ト
を
取
っ

て
い
る
自
治
体
が
多
い
。
本
市
も
そ
う
い
う
形
に
す
る

べ
き
だ
と
思
う
が
。

　
再
生
協
議
会
の
主
体
で
あ
る
農
協
が
周
知
を
行
っ
て

お
り
、
農
家
へ
は
、
こ
う
い
っ
た
事
業
が
あ
る
と
お
知

ら
せ
し
て
い
る
。

議案Q & A ・ 人事案件議案Q & A ・ 人事案件 議案Q & A議案Q & A

者
で
さ
え
何
者
が
応
札
す
る
か
わ
か
ら
な
い
状
況
の
中

で
行
わ
れ
、
公
平
で
公
正
な
透
明
性
の
高
い
入
札
で
あ

る
と
考
え
る
。
落
札
率
が
高
い
か
ら
お
か
し
い
と
い
う

も
の
で
は
な
く
、
１
者
し
か
応
札
し
な
い
か
ら
お
か
し

い
、
複
数
者
な
ら
正
し
い
と
い
う
も
の
で
も
な
い
と
考

え
る
。
法
令
に
準
じ
た
適
正
な
入
札
の
結
果
が
こ
の
議

案
で
あ
る
た
め
、
賛
成
で
あ
る
。
　
　
　
　
田
口
　
英
夫

複
数
者
な
ら
正
し
い
と
い
う
も
の
で
も
な
い
と
考
え
る
。

法
令
に
準
じ
た
適
正
な
入
札
の
結
果
が
今
回
の
議
案
で

あ
り
、
多
く
の
皆
様
が
早
期
の
完
了
を
待
ち
望
ん
で
い

る
事
業
で
あ
る
た
め
、
賛
成
で
あ
る
。  

　
田
口
　
英
夫

　
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
運
行
事
業
に
お
い
て
、
バ
ス
の

購
入
に
係
る
費
用
は
。

　
埼
玉
工
業
大
学
が
主
体
と
な
り
、
国
庫
補
助
金
を
活

用
す
る
。
市
は
、
埼
玉
工
業
大
学
へ
負
担
金
と
し
て
、

バ
ス
車
両
相
当
額
の
２
，
５
０
０
万
円
を
負
担
す
る
。

　
鉄
道
・
路
線
バ
ス
利
便
性
向
上
事
業
に
つ
い
て
、
年

間
で
い
う
と
５
０
０
万
円
の
補
助
額
に
な
る
が
、
今
後

も
深
谷
観
光
バ
ス
株
式
会
社
が
運
行
を
続
け
て
い
る
限

り
、
補
助
を
続
け
る
の
か
。

　
補
助
額
の
算
定
に
当
た
っ
て
は
、
深
谷
大
里
看
護
専

門
学
校
ス
ク
ー
ル
バ
ス
と
の
併
用
型
な
の
で
、
そ
の
負

担
金
と
、
運
賃
見
込
額
と
、
深
谷
市
と
、
こ
の
３
つ
の

要
素
か
ら
運
行
経
費
を
算
出
し
て
い
る
。
利
用
者
が
増

え
れ
ば
変
わ
っ
て
く
る
が
、
今
の
と
こ
ろ
５
０
０
万
円

程
度
で
調
整
し
て
い
る
。

　
小
学
校
給
食
事
業
及
び
中
学
校
給
食
事
業
に
つ
い
て
、

給
食
費
補
助
が
増
額
に
な
っ
た
根
拠
を
教
え
て
ほ
し
い
。

　
今
回
の
補
正
は
、
給
食
費
補
助
を
、
小
学
校
に
お
い

て
は
月
額
４
０
０
円
か
ら
９
５
０
円
に
、
中
学
校
に
お

い
て
は
月
額
５
０
０
円
か
ら
１
，
１
５
０
円
に
引
き
上

げ
る
も
の
で
あ
る
。
引
き
上
げ
の
根
拠
と
し
て
は
、
埼

玉
県
学
校
給
食
会
が
提
供
し
て
い
る
「
学
校
給
食
用
一

般
食
材
価
格
表
」
に
お
い
て
、
前
回
引
き
上
げ
を
行
っ

た
令
和
４
年
度
と
令
和
６
年
度
を
比
較
す
る
と
、

1 3
・

１
％
価
格
が
上
昇
し
て
い
た
。
こ
れ
を
考
慮
し
て
算
出

し
、
小
学
校
に
お
い
て
は
５
５
０
円
、
中
学
校
に
お
い

て
は
６
５
０
円
の
引
き
上
げ
と
な
っ
た
も
の
で
あ
る
。

件
案
事
人

■
深
谷
市
監
査
委
員
　
　
　
　
田
島
　
清
貴

た
　
じ
ま
　
　
　
き
よ
　
た
か

　
野
口
髙
一
代
表
監
査
委
員
の
退
職
に
伴
い
、
後
任

の
監
査
委
員
の
選
任
に
つ
い
て
同
意
し
ま
し
た
。

（
敬
称
略
）
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　（ 国済寺土地区画整理事業調整池整備工事）
工事請負契約の締結について

可決第７５ 号

　
　
西
側
半
分
は
売
れ
た
と
聞
い
た
が
、

東
側
半
分
は
ど
の
よ
う
な
状
況
か
。

　
　
東
芝
深
谷
事
業
所
跡
地
の
全
体
面
積

は
約
2 9
万
㎡
で
、
そ
の
う
ち
西
側
約
1 3
万

５
千
㎡
に
つ
い
て
は
東
芝
か
ら
大
和
ハ
ウ

ス
工
業
へ
売
却
さ
れ
て
お
り
、
工
業
用
地

と
し
て
分
譲
中
で
あ
る
。
東
側
約
15
万
５

千
㎡
に
つ
い
て
は
、
引
き
続
き
東
芝
が
所

有
し
て
お
り
、
土
壌
対
策
工
事
を
実
施
し

て
い
る
。
今
後
の
活
用
に
つ
い
て
は
、
東

芝
社
内
で
検
討
中
と
伺
っ
て
い
る
。

●
防
災
士
の
養
成
に
つ
い
て

　
　
防
災
士
の
資
格
取
得
に
際
し
、
市
の

補
助
制
度
を
利
用
し
た
人
数
は
。

　
　
平
成
30
年
度
に
補
助
制
度
を
開
始
し

て
以
降
、
現
在
ま
で
15
名
の
方
が
利
用
し

て
い
る
。

　
　
市
が
主
体
と
な
っ
て
防
災
士
の
講
座

を
開
設
す
る
意
思
は
あ
る
か
。

　
　
市
が
防
災
士
の
養
成
講
座
等
を
実
施

す
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、
防
災
士
養
成
の

推
進
や
、
防
災
士
を
目
指
す
方
に
と
っ
て

も
地
元
で
受
講
で
き
る
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る

こ
と
か
ら
、
現
在
、
加
須
市
や
行
田
市
な

ど
か
ら
情
報
を
収
集
し
、
検
討
を
進
め
て

い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

●
文
化
会
館
の
ト
イ
レ
に
つ
い
て

　
　
深
谷
市
民
文
化
会
館
小
ホ
ー
ル
を
利

用
す
る
方
の
中
に
は
、
足
が
不
自
由
な
高

齢
者
が
い
る
の
で
、
早
急
に
洋
式
化
を
進

め
て
い
た
だ
き
た
い
。

　
　
深
谷
市
民
文
化
会
館
小
ホ
ー
ル
の
ト

イ
レ
に
つ
い
て
は
利
用
者
か
ら
の
要
望
も

多
い
こ
と
か
ら
、
令
和
６
年
度
に
男
女
両

方
の
ト
イ
レ
の
洋
式
化
を
計
画
し
て
い
る
。

A
QQQ AAA

QA

東
側
半
分
は
東
芝
が
土
壌
対
策
工
事
を
実
施
中
で
あ
る

Q
東
芝
の
跡
地
半
分
は
売
れ
た
と
聞
い
た
が
残
り
は
ど
う
か

加 藤 　 利 江
か   と う と し    え

映像は
こちら から

市政のこ こ が聞き たい
議会のホームページから 、 議会の映像がご覧いただけます。

質 問 項 目 一 覧 （ 通告順）
スマート フ ォ ン など を お持ち の方は、氏名の下のQ R コ ード を 専用

アプ リ で読み取る と 、それぞれの録画映像がご 覧いただけます。

※議長は可否同数のみ採決に参加し ます。

【  〇： 賛成、 ×： 反対 】

会　 派　 名 深谷同志会 深和会 公明党 元氣会日本共産党 小林ミ ルク
無
会
派

議  員  名

議  案  等

工事請負契約の締結
（ 深谷市幼稚園・ こども館複合施設建設工事）

可　 決

 全会一致と なら なかっ た提出案件審議結果と 各議員の賛否一覧

審
議
結
果

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ×

小
泉
　
　
誠

村
川
　
徳
浩

小
林
　
　
真

加
藤
　
利
江

山
出
　
秀
明

鈴
木
　
三
男

佐
久
間
奈
々

五
間
く
み
子

繫
　
　
由
香

坂
本
　
　
博

髙
田
　
博
之

永
田
　
勝
彦

茂
木
　
一
郎

富
田
　
　
勝

角
田
　
義
徳

田
口
　
英
夫

清
水
　
健
一

八
須
　
由
憲

湯
本
　
哲
昭

今
井
慶
一
郎

福
島
　
秀
樹

柿
澤
　
祐
介

岡
　
　
　
仁

田
島
　
秀
興

議
長
（※

）

市政への一般質問市政への一般質問 審議結果採決表・ 人事案件審議結果採決表・ 人事案件

加藤　 利江・・・・・・・・・・・・・ P9
・ 東芝のあと 地  
・ 防災士の養成  
・ 文化会館のト イレ  
   
清水　 健一・・・・・・・・・・・・・ P1 0
・ 行財政改革  
・ 冷水器  
   
小泉　 誠・・・・・・・・・・・・・・・ P1 0
・ 障害者福祉  
・ 学校給食無償化  
   
柿澤　 祐介・・・・・・・・・・・・・ P1 1
・ 食育の推進  
・ 防災  
   
田口　 英夫・・・・・・・・・・・・・ P1 1
・ 公園  
   
坂本　 博・・・・・・・・・・・・・・・ P1 2
・ 新一万円札発行記念イ ベント   
・ 深谷市のお土産  
・ 本市のド ッ グラ ン  
   
繫　 由香・・・・・・・・・・・・・・・ P1 2
・ 防災対策の強化  
・ 高齢者向け支援  
・ 認知症対策  

五間　 く み子・・・・・・・・・・・ P1 3
・ 公会計  
   
湯本　 哲昭・・・・・・・・・・・・・ P1 3
・ 市内小中学校のプール  
・ 市内野球場の利用  
   
富田　 勝・・・・・・・・・・・・・・・ P1 4
・ 第2次深谷市公共施設適正配置計画  
・ 防災  
・ 上武連携構想  
   
山出　 秀明・・・・・・・・・・・・・ P1 4
・ １ 万円札発行イ ベント   
・ こ ども 館  
・ 深谷市内の名所  
   
岡　 　 仁・・・・・・・・・・・・・・・ P1 5
・ 渋沢栄一一万円札発行記念イ ベント  
・ 不登校対策  
・ 道路の整備  
   
今井　 慶一郎・・・・・・・・・・・ P1 5
・ 渋沢栄一の顕彰  
・ 小中学校の水泳授業  
・ 小学校の登下校の見守り   
   
田島　 秀興・・・・・・・・・・・・・ P1 6
・ 自治会  

鈴木　 三男・・・・・・・・・・・・・ P1 6
・ 国民健康保険証  
・ 学校給食費の無償化  
   
佐久間　 奈 ・々・・・・・・・・・・ P1 7
・ 公民館の非営利利用の利用料金  
   
村川　 徳浩・・・・・・・・・・・・・ P1 7
・ 公共工事の入札  
・ 伊勢崎市・ 本庄市・ 深谷市３ 市連携  
 　 利根川花火大会  
・ 将棋のタ イト ル戦誘致  
   
八須　 由憲・・・・・・・・・・・・・ P1 8
・ 災害に強いまちづく り のために  
   
永田　 勝彦・・・・・・・・・・・・・ P1 8
・ ワモア川本  
   
小林　 真・・・・・・・・・・・・・・・ P1 9
・ 福祉社会を生きる市民の希望のために  
・ ＤＸ 過渡期をコ ミ ュニティ 更新の  
 　 チャンスと するために  
   
髙田　 博之・・・・・・・・・・・・・ P1 9
・ 道路の整備  
・ 新一万円札の発行イ ベント   

９ 月定例会に提出さ れた議案と 審議結果は次のと おり です。 議 案 等 の 審 議 結 果  
◆市長提案

件　 　 　 　 名 審議結果議案番号

※議長は可否同数のみ採決に参加し ます。

【  〇： 賛成、 ×： 反対 】

会　 派　 名 深谷同志会 深和会 公明党 元氣会日本共産党 小林ミ ルク
無
会
派

議  員  名

議  案  等

工事請負契約の締結
（ 国済寺土地区画整理事業調整池整備工事)

工事請負契約の締結
（ 原郷上野台線街路築造工事)

埼玉県後期高齢者医療広域連合規約の変更

深谷市国民健康保険条例の一部を改正する条例

令和5年度深谷市一般会計歳入歳出決算認定

可　 決

可　 決

認　 定
可　 決

可　 決

 全会一致と なら なかっ た提出案件審議結果と 各議員の賛否一覧

審
議
結
果

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × ×

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × ×

小
泉
　
　
誠

村
川
　
徳
浩

小
林
　
　
真

加
藤
　
利
江

山
出
　
秀
明

鈴
木
　
三
男

佐
久
間
奈
々

五
間
く
み
子

繫
　
　
由
香

坂
本
　
　
博

髙
田
　
博
之

永
田
　
勝
彦

茂
木
　
一
郎

富
田
　
　
勝

角
田
　
義
徳

田
口
　
英
夫

清
水
　
健
一

八
須
　
由
憲

湯
本
　
哲
昭

今
井
慶
一
郎

福
島
　
秀
樹

柿
澤
　
祐
介

岡
　
　
　
仁

田
島
　
秀
興

議
長
（※

）

ついて
深谷市監査委員の選任につき同意を求めること に

令和６ 年度深谷市一般会計補正予算(第５ 号)

財産の取得（ 追認）について（ 教師用教科書等）

財産の取得（ 追認）について（ 教師用教科書等）

財産の取得（ 追認）について（ 教師用教科書等）

財産の取得（ 追認）について（ 教師用教科書等）

財産の取得（ 追認）について（ 教師用教科書等）

財産の取得（ 追認）について（ 教師用教科書等）

計補正予算（ 第１ 号）
令和６ 年度深谷市国済寺土地区画整理事業特別会

（ 第１ 号）
令和６ 年度深谷市後期高齢者医療特別会計補正予算

（ 第２ 号）
令和６ 年度深谷市国民健康保険特別会計補正予算

令和６ 年度深谷市一般会計補正予算(第４ 号)

同意

可決

可決

可決

可決

可決

可決

可決

可決

可決

可決

可決

件　 　 　 　 名 審議結果議案番号

　（ 原郷上野台線街路築造工事）
工事請負契約の締結について

埼玉県後期高齢者医療広域連合規約の変更について

整理事業施行規程を廃止する条例
深谷市寄居都市計画事業ふかや花園駅前土地区画

深谷市営住宅管理条例の一部を改正する条例

深谷市国民健康保険条例の一部を改正する条例

決算認定について
令和５ 年度深谷市下水道事業会計利益の処分及び

算認定について

令和５ 年度深谷市水道事業会計利益の処分及び決

業特別会計歳入歳出決算認定について

令和５ 年度深谷市ふかや花園駅前土地区画整理事

計歳入歳出決算認定について
令和５ 年度深谷市国済寺土地区画整理事業特別会

出決算認定について
令和５ 年度深谷市後期高齢者医療特別会計歳入歳

決算認定について
令和５ 年度深谷市国民健康保険特別会計歳入歳出

令和５ 年度深谷市一般会計歳入歳出決算認定について

可決

可決

可決

可決

可決

可決・ 認定

可決・ 認定

認定

認定

認定

認定

認定

７ 月臨時会に提出さ れた議案と 審議結果は次のと おり です。 議 案 等 の 審 議 結 果  
◆市長提案

件　 　 　 　 名 審議結果

第6 2 号
工事請負契約の締結について

　（ 深谷市幼稚園・ こども 館複合施設建設工事）
可決

議案番号

第８７ 号

第８６ 号

第８５ 号

第８４ 号

第８３ 号

第８２ 号

第８１ 号

第８０ 号

第７９ 号

第７８ 号

第７７ 号

第７６ 号

第７４ 号

第７３ 号

第７２ 号

第７１ 号

第７０ 号

第６９ 号

第６８ 号

第６７ 号

第６６ 号

第６５ 号

第６４ 号

第６３ 号

反
対
討
論

　
3 0
億
円
を
超
え
る
工

事
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

入
札
の
参
加
資
格
が
市

内
の
業
者
に
限
定
さ
れ

た
た
め
、
落
札
金
額
が

設
計
金
額
3 0
億
７
，
３

０
０
万
円
に
対
し
落
札

率
9 9
・
８
％
の
3 0
億
６
，

７
０
０
万
円
に
な
っ
た
。

入
札
参
加
資
格
を
市
内

に
限
定
す
れ
ば
こ
の
結

果
は
予
想
で
き
、
ア
ン

ダ
ー
パ
ス
の
工
事
も
同

様
の
結
果
に
な
る
と
考

え
ら
れ
る
。
工
事
費
が

高
額
。
深
谷
東
幼
稚
園

か
ら
１
・
２
㎞
。
大
雨

洪
水
時
に
水
害
の
リ
ス

ク
が
有
る
。
以
上
の
理

由
か
ら
幼
稚
園
・
こ
ど

も
館
複
合
施
設
の
建
設

そ
の
も
の
に
も
反
対
で

あ
る
。
　
　

　
　
　
　
村
川
　
徳
浩

賛
成
討
論

　
こ
ど
も
館
建
設
に
当

た
っ
て
は
、
現
在
の
こ

ど
も
ま
ん
な
か
社
会
の

中
、
深
谷
市
民
あ
る
い

は
近
隣
の
お
子
さ
ん
を

持
つ
保
護
者
に
と
っ
て

は
待
望
の
施
設
だ
と
考

え
る
。

　
完
成
後
に
は
、
深
谷

の
子
供
政
策
は
大
変
充

実
し
て
く
る
と
思
う
の

で
、
統
合
幼
稚
園
を
含

め
て
深
谷
の
子
供
た
ち

の
た
め
に
す
ば
ら
し
い

施
設
に
し
て
い
た
だ
き

た
い
。
　
　

　
　
　
　
清
水
　
健
一

89



　
　
国
済
寺
地
区
の
公
園
で
、
ト
イ
レ
の

な
い
公
園
に
設
置
を
要
望
す
る
声
が
あ
る

が
設
置
で
き
な
い
か
。

　
　
基
本
的
に
は
街
区
公
園
へ
の
設
置
は

考
え
て
い
な
い
が
、
近
く
の
家
の
多
さ
や

設
置
ス
ペ
ー
ス
等
、
今
後
の
状
況
を
見
な

が
ら
、
設
置
に
つ
い
て
研
究
し
て
い
く
。

　
　
大
規
模
災
害
時
の
一
時
的
な
避
難
場

所
と
考
え
た
場
合
、
ト
イ
レ
が
あ
れ
ば
安

心
だ
と
思
う
が
。

　
　
災
害
時
の
ト
イ
レ
対
策
は
大
変
重
要

と
認
識
し
て
い
る
が
、
ト
イ
レ
の
設
置
は

公
園
の
管
理
上
の
観
点
か
ら
判
断
さ
れ
る

も
の
と
理
解
し
て
い
る
。

　
　
深
谷
市
公
園
施
設
長
寿
命
化
計
画
の

策
定
は
進
ん
で
い
る
か
。

　
　
今
年
度
業
務
委
託
の
発
注
を
予
定
し

て
い
る
。
今
年
度
は
全
施
設
の
健
全
度
の

把
握
を
し
、
来
年
度
は
修
繕
、
改
築
ま
た

は
更
新
の
方
法
等
を
検
討
し
て
い
く
。

　
　
雑
草
が
繁
茂
し
て
い
る
公
園
が
あ
る
。

公
園
の
維
持
管
理
の
考
え
を
聞
き
た
い
。

　
　
公
園
の
維
持
管
理
は
、
年
間
管
理
業

務
と
し
て
造
園
業
者
に
委
託
し
て
い
る
。

今
年
度
、
幡
羅
地
区
の
一
部
の
街
区
公
園

に
雑
草
を
繁
茂
さ
せ
て
し
ま
っ
た
が
、
今

後
は
こ
の
よ
う
な
こ
と
が
な
い
よ
う
に
監

督
管
理
を
徹
底
し
て
い
く
。

　
　
雑
草
は
根
か
ら
退
治
し
な
く
て
は
、

ま
た
す
ぐ
に
生
え
て
く
る
。
草
焼
き
バ
ー

ナ
ー
で
土
壌
の
殺
気
や
害
虫
駆
除
ま
で
で

き
る
方
法
も
考
え
ら
れ
る
の
で
は
な
い
か
。

　
　
草
焼
き
バ
ー
ナ
ー
は
、
煙
の
発
生
や

延
焼
の
危
険
性
が
あ
る
。
草
刈
り
機
で
除

草
後
、
子
ど
も
に
影
響
が
出
な
い
よ
う
必

要
最
小
限
の
除
草
剤
を
使
い
、
雑
草
が
伸

び
す
ぎ
な
い
よ
う
取
り
組
ん
で
い
く
。

A
QQQQ AAA

Q QAA

年
間
管
理
業
務
と
し
て
造
園
業
者
に
委
託
し
て
い
る

Q
公
園
の
維
持
管
理
は
ど
の
よ
う
に
し
て
い
る
の
か

田 口 　 英 夫
た     ぐ ち ひで   お

映像は
こち ら から

市政への一般質問市政への一般質問市政への一般質問市政への一般質問

　
　
令
和
５
年
、
全
体
の
30
％
に
あ
た
る

５
４
７
自
治
体
が
給
食
費
無
償
化
を
実
施

し
た
。
深
谷
市
の
給
食
事
業
の
保
護
者
負

担
は
５
億
円
。
現
在
の
基
金
残
高
３
１
０

億
円
、
毎
年
約
40
億
円
の
黒
字
を
出
す
市

の
財
政
状
況
か
ら
し
て
、
給
食
費
無
償
化

は
可
能
と
考
え
る
が
。

　
　
決
算
剰
余
金
が
あ
っ
て
、
財
政
調
整

基
金
も
１
５
０
億
円
程
度
あ
る
が
、
税
収

が
伸
び
ず
、
扶
助
費
も
年
々
増
え
て
い
く

中
で
、
後
年
度
負
担
が
大
き
い
給
食
費
無

償
化
は
、
今
の
と
こ
ろ
考
え
て
い
な
い
。

●
重
度
心
身
障
害
者
医
療
制
度
へ
の
要
望

　
　
重
度
心
身
障
害
者
医
療
費
助
成
制
度

の
対
象
者
拡
大
の
要
望
を
県
に
提
出
す
る

考
え
は
な
い
か
。

　
　
現
在
、
重
度
心
身
障
害
者
医
療
費
補

助
制
度
の
対
象
者
拡
大
に
つ
い
て
は
、
本

市
を
含
め
た
県
内
市
町
村
が
、
連
名
で
県

へ
要
望
す
る
よ
う
事
務
を
進
め
て
い
る
。

●
日
常
生
活
用
具
給
付
基
準
の
見
直
し
を

　
　
身
体
障
害
者
が
利
用
す
る
日
常
生
活

用
具
給
付
事
業
の
給
付
基
準
額
は
、
平
成

18
年
に
定
め
ら
れ
た
も
の
。
昨
今
の
物
価

高
で
、
自
己
負
担
が
増
え
て
、
困
っ
て
い

る
市
民
の
声
を
聞
い
た
。
基
準
額
を
見
直

す
考
え
は
な
い
か
。

　
　
こ
れ
ま
で
も
必
要
に
応
じ
て
見
直
し

て
き
た
が
、
優
先
順
位
や
実
施
時
期
等
を

考
慮
し
て
引
き
続
き
検
討
し
て
い
く
。

　

A
QQ AA

A

多
額
の
財
源
が
恒
久
的
に
必
要
と
な
り
、
無
償
化
は
難
し
い

Q
学
校
給
食
費
無
償
化
に
対
す
る
深
谷
市
の
現
状
は

小 泉 　 誠
こ 　 いずみ まこ と

映像は
こち ら から

　
　
小
中
学
校
に
お
け
る
食
育
の
重
点
的

な
学
習
の
内
容
は
ど
の
よ
う
な
も
の
か
。

　
　
各
学
校
で
食
育
に
関
す
る
全
体
計
画

や
年
間
指
導
計
画
を
作
成
し
、
全
て
の
教

科
等
に
お
い
て
横
断
的
に
実
施
し
て
い
る
。

　
　
給
食
で
使
用
し
て
い
る
食
材
の
残
留

農
薬
等
の
検
査
は
行
っ
て
い
る
の
か
。

　
　
本
年
７
月
に
一
部
の
野
菜
に
つ
い
て

実
施
し
た
。
今
後
は
食
の
さ
ら
な
る
安
全

を
図
る
た
め
に
、
対
象
の
野
菜
を
増
や
し

実
施
す
る
。

　
　
給
食
で
の
ア
レ
ル
ギ
ー
へ
の
対
応
は

適
切
か
。

　
　
児
童
生
徒
の
安
全
性
確
保
の
観
点
か

ら
「
深
谷
市
学
校
給
食
に
お
け
る
食
物
ア

レ
ル
ギ
ー
対
応
方
針
」
を
定
め
、
各
学
校

で
は
方
針
に
基
づ
き
、
食
物
ア
レ
ル
ギ
ー

対
応
を
き
め
細
か
く
実
施
し
て
い
る
。

●
防
災
に
つ
い
て

　
　
河
川
氾
濫
時
の
災
害
弱
者
へ
の
初
動

対
応
に
つ
い
て
伺
う
。

　
　
民
生
委
員
や
自
治
会
の
皆
様
の
ご
協

力
の
も
と
、
災
害
時
等
要
援
護
者
名
簿
登

録
制
度
に
よ
り
、
避
難
に
支
援
が
必
要
な

方
の
避
難
計
画
を
作
成
し
、
避
難
支
援
を

実
施
す
る
体
制
と
な
っ
て
い
る
。

　
　
災
害
発
生
時
の
情
報
収
集
手
段
と
し

て
、
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
や
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
活
用
す

る
考
え
は
。

　
　
埼
玉
県
が
運
用
す
る
災
害
オ
ペ
レ
ー

シ
ョ
ン
支
援
シ
ス
テ
ム
に
お
い
て
、
住
民

の
方
か
ら
Ｓ
Ｎ
Ｓ
に
投
稿
さ
れ
た
本
市
の

災
害
情
報
等
を
集
約
し
、
閲
覧
で
き
る
機

能
を
活
用
し
情
報
収
集
に
努
め
て
い
る
。

A
QQ

QQ

AAQA

AA

定
期
的
に
給
食
だ
よ
り
や
食
育
だ
よ
り
を
発
行
し
て
い
る

Q
家
庭
に
お
け
る
食
育
へ
の
支
援
は
実
施
し
て
い
る
の
か

柿 澤 　 祐 介
かき   ざわ ゆう   すけ

映像は
こち ら から

ふるさ と 学校給食

ボト ル給水型冷水器

　
　
公
共
施
設
に
何
台
の
冷
水
器
が
設
置

さ
れ
て
い
る
の
か
。

　
　
本
庁
舎
や
公
民
館
、
小
中
学
校
等
、

18
施
設
に
合
計
43
基
設
置
さ
れ
て
い
る
。

　
　
児
童
生
徒
を
始
め
市
民
皆
様
の
熱
中

症
対
策
、
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
シ
テ
ィ
、
Ｓ
Ｄ

Ｇ
ｓ
、
感
染
予
防
の
観
点
か
ら
も
ボ
ト
ル

給
水
型
の
冷
水
器
が
良
い
と
思
う
が
考
え

を
伺
う
。

　
　
ボ
ト
ル
給
水
型
の
冷
水
器
は
岡
部
公

民
館
と
川
本
公
民
館
に
導
入
し
て
い
る
が
、

多
額
の
費
用
が
掛
か
る
こ
と
か
ら
、
各
施

設
で
の
必
要
性
を
勘
案
し
な
が
ら
導
入
に

つ
い
て
検
討
し
て
い
く
。

　
　
国
で
は
、
脱
炭
素
に
繋
が
る
、
新
し

い
豊
か
な
暮
ら
し
を
創
る
国
民
運
動
・
デ

コ
活
を
創
設
し
、
先
進
市
で
は
ペ
ッ
ト
ボ

ト
ル
等
の
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ご
み
を
減
ら
す

と
し
て
マ
イ
ボ
ト
ル
の
普
及
を
進
め
る
た

め
ボ
ト
ル
給
水
型
の
冷
水
器
の
設
置
を

行
っ
て
い
る
が
、
ど
う
考
え
る
か
。

　
　
国
の
動
向
や
先
進
市
の
導
入
事
例
等

を
参
考
に
し
て
、
調
査
検
討
し
て
い
く
。

●
市
有
財
産
を
有
効
活
用
し
て
い
る
の
か

　
　
ど
の
よ
う
な
財
産
を
ど
の
位
保
有
し

て
い
る
の
か
分
か
る
固
定
資
産
台
帳
は
整

備
し
て
い
る
の
か
。

　
　
国
か
ら
の
要
請
を
受
け
、
本
庁
舎
の

市
政
情
報
コ
ー
ナ
ー
で
閲
覧
可
能
と
な
っ

て
い
る
。

　
　
国
の
要
請
は
、
市
Ｈ
Ｐ
で
誰
も
が
見

ら
れ
る
よ
う
に
と
い
う
趣
旨
で
あ
る
が
、

県
の
Ｈ
Ｐ
に
も
リ
ン
ク
を
張
る
の
か
伺
う
。

　
　
市
Ｈ
Ｐ
で
見
ら
れ
る
よ
う
に
準
備
し
、

県
へ
も
リ
ン
ク
掲
載
を
要
請
し
て
い
く
。

A
QAQQ A

Q QA AA

映像は
こち ら から

各
施
設
管
理
者
で
管
理
を
行
っ
て
い
る

Q
公
共
施
設
に
あ
る
冷
水
器
の
管
理
は
、
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か

清 水 　 健 一
し 　 みず けん　 いち
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水
泳
授
業
の
現
状
は
ど
う
か
。

　
　
昨
今
の
厳
し
い
気
候
等
の
状
況
の
中
、

授
業
計
画
を
立
て
、
一
定
の
気
温
や
水
温

の
条
件
を
満
た
し
た
場
合
に
水
泳
授
業
を

実
施
し
て
い
る
。

　
　
２
年
前
か
ら
実
施
し
て
い
る
校
外
授

業
の
現
状
は
。

　
　
岡
部
地
区
の
小
学
校
４
校
で
令
和
４

年
か
ら
実
施
し
て
お
り
現
段
階
で
は
岡
部

地
区
以
外
の
15
校
と
比
較
し
て
も
技
術
面

で
の
向
上
が
有
り
、
授
業
が
楽
し
い
と
感

じ
る
児
童
の
割
合
も
増
加
し
て
い
る
。
今

後
は
岡
部
地
区
以
外
の
学
校
に
も
パ
テ
ィ

オ
や
他
の
民
間
プ
ー
ル
等
を
活
用
し
た
水

泳
授
業
を
展
開
し
て
い
く
こ
と
に
研
究
を

進
め
て
い
く
。

　
　
市
内
小
中
学
校
の
プ
ー
ル
の
経
過
年

数
は
。

　
　
昭
和
4 1
年
か
ら
平
成
７
年
ま
で
の
建

設
で
築
年
数
40
年
以
上
が
14
校
、

30
年
以

上
40
年
未
満
が
14
校
、

30
年
未
満
が
１
校

で
あ
る
が
、
維
持
管
理
を
し
な
が
ら
運
用

し
て
い
る
。

　
　
年
間
の
維
持
管
理
費
用
は
。

　
　
岡
部
地
区
小
学
校
４
校
を
除
く
小
中

学
校
25
校
の
総
額
は
１
，
２
３
９
万
円
で

水
質
検
査
費
、
修
繕
費
、
薬
剤
費
、
上
下

水
道
料
な
ど
で
あ
る
。

●
軟
式
野
球
ボ
ー
ル
の
飛
び
す
ぎ
る
打
球

　
　
場
外
へ
飛
び
出
す
打
球
の
対
策
は
。

　
　
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
や
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ

イ
の
醸
成
の
た
め
の
市
民
球
場
に
お
い
て

防
球
ネ
ッ
ト
な
ど
の
対
応
を
し
つ
つ
、
用

具
等
の
改
良
か
ら
来
る
諸
問
題
に
関
し
て

は
競
技
団
体
と
の
協
議
を
継
続
し
な
が
ら

対
応
し
て
い
く
。

A
QQQ

Q QAA

AAA

学
習
指
導
要
領
に
則
り
授
業
を
行
っ
て
い
る

Q
学
校
内
に
お
け
る
水
泳
学
習
に
つ
い
て

湯 本 　 哲 昭
ゆ    も と てつ  あき

映像は
こち ら から

　
　
統
一
的
な
基
準
に
よ
る
一
般
会
計
等

財
務
書
類
の
作
成
・
公
表
に
よ
る
効
果
は
。

　
　
現
金
の
動
き
だ
け
で
な
く
、
資
産
の

保
有
状
況
や
老
朽
化
度
合
い
を
把
握
で
き
、

通
常
の
予
算
決
算
の
内
容
を
補
完
し
、
異

な
る
側
面
か
ら
、
市
の
財
務
状
態
を
把
握

分
析
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
っ
た
。

　
　
公
会
計
情
報
の
活
用
に
つ
い
て
、
現

在
取
り
組
ん
で
い
る
こ
と
は
何
か

　
　
作
成
し
た
財
務
書
類
の
数
値
や
指
標

等
に
つ
い
て
、
年
度
間
の
増
減
分
析
や
類

似
団
体
と
の
比
較
を
行
い
、
財
政
運
営
の

参
考
と
し
て
い
る
。
減
価
償
却
費
は
、
施

設
使
用
料
の
見
直
し
の
際
、
原
価
計
算
の

積
算
根
拠
の
一
つ
と
し
て
活
用
し
て
い
る
。

　
　
公
会
計
情
報
の
一
層
の
活
用
方
法
と

し
て
、
適
切
な
資
産
管
理
や
セ
グ
メ
ン
ト

分
析
に
よ
る
予
算
編
成
へ
の
活
用
、
施
設

の
統
廃
合
や
行
政
コ
ス
ト
と
の
連
携
な
ど

も
可
能
と
の
こ
と
だ
が
、
本
市
と
し
て
は
。

　
　
財
務
会
計
上
の
固
定
資
産
の
情
報
を
、

適
正
配
置
計
画
に
生
か
せ
る
よ
う
取
り
組

ん
で
い
き
た
い
。

　
　
議
会
審
議
等
の
活
用
の
可
能
性
は
。

　
　
公
会
計
情
報
は
、
個
別
施
設
の
状
況

や
財
務
状
態
を
図
る
有
効
な
ツ
ー
ル
で
あ

り
、
議
会
審
議
等
へ
の
活
用
も
調
査
研
究

し
て
い
く
。

　
　
決
算
審
議
に
間
に
合
う
よ
う
決
算
事

務
を
進
め
る
こ
と
は
可
能
な
の
か
。

　
　
５
月
の
出
納
閉
鎖
後
、
計
数
整
理
な

ど
あ
る
程
度
の
作
業
期
間
を
要
し
て
お
り

今
は
難
し
い
が
、
参
考
資
料
と
し
て
の
活

用
な
ど
先
進
事
例
等
研
究
し
て
い
く
。

A
QQQ AAA

QQ AA

ま
ず
は
、
公
共
施
設
適
正
配
置
計
画
へ
の
活
用
に
取
り
組
む

Q
地
方
公
会
計
を
行
政
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
や
議
会
審
議
に
活
用
を

五間　 く み子
ご 　 ま こ

映像は
こちら から

Q

　
　
加
齢
性
難
聴
を
セ
ル
フ
チ
ェ
ッ
ク
で

き
る
シ
ス
テ
ム
を
、
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

に
掲
載
し
て
み
て
は
ど
う
か
。

　
　
高
齢
者
に
と
っ
て
分
か
り
や
す
く
、

利
用
し
や
す
い
加
齢
性
難
聴
の
セ
ル
フ

チ
ェ
ッ
ク
ツ
ー
ル
に
つ
い
て
は
、
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
へ
の
掲
載
も
含
め
、
国
の
動
向

や
他
市
の
取
組
状
況
を
注
視
し
、
引
き
続

き
調
査
研
究
し
て
い
く
。

●
避
難
所
の
ト
イ
レ
対
策
に
つ
い
て

　
　
停
電
や
断
水
と
な
れ
ば
、
各
避
難
所

の
水
洗
ト
イ
レ
も
使
用
で
き
な
い
。
仮
設

ト
イ
レ
が
到
着
す
る
ま
で
の
対
策
は
。

　
　
備
蓄
し
て
い
る
携
帯
ト
イ
レ
や
簡
易

ト
イ
レ
、
マ
ン
ホ
ー
ル
ト
イ
レ
等
を
活
用

し
て
い
く
。

　
　
必
要
と
さ
れ
て
い
る
場
所
に
移
動
可

能
な
、
ト
イ
レ
ト
レ
ー
ラ
ー
の
導
入
も
検

討
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

　
　
費
用
が
高
額
で
あ
る
こ
と
。
ま
た
運

転
に
は
、
け
ん
引
免
許
が
必
要
で
あ
る
な

ど
の
課
題
か
ら
、
現
在
の
と
こ
ろ
導
入
は

考
え
て
い
な
い
。

●
徘
徊
者
探
索
シ
ス
テ
ム
に
つ
い
て

　
　
探
索
シ
ス
テ
ム
と
は
、
ど
の
様
な

ツ
ー
ル
か
。

　
　
端
末
機
（
Ｇ
Ｐ
Ｓ
）
は
、
手
の
ひ
ら

に
収
ま
る
サ
イ
ズ
で
、
家
族
等
は
（
株
）

セ
コ
ム
の
探
索
シ
ス
テ
ム
を
活
用
し
、
ス

マ
ー
ト
フ
ォ
ン
ア
プ
リ
か
ら
、

2 4
時
間
い

つ
で
も
現
在
地
を
知
る
事
が
で
き
る
。
そ

の
他
、
家
族
等
が
現
場
に
行
け
な
い
場
合

に
は
、
代
わ
り
に
急
行
し
、
保
護
す
る

サ
ー
ビ
ス
も
あ
る
。

A
QAQQ AA

A

前
向
き
に
検
討
し
た
い

Q
庁
舎
窓
口
に
、
軟
骨
伝
導
イ
ヤ
ホ
ン
導
入
の
考
え
は
な
い
か

繫 　 由 香
つなぎ ゆ 　 か

映像は
こち ら から

　
　
新
一
万
円
札
発
行
の
機
運
を
一
過
性

の
も
の
に
し
な
い
た
め
の
今
後
の
予
定
は
。

　
　
７
月
の
一
万
円
札
発
行
日
や
11
月
の

栄
一
翁
の
命
日
な
ど
に
関
連
イ
ベ
ン
ト
を

実
施
す
る
。
ま
た
、
旧
渋
沢
邸
「
中
の

家
」
内
の
展
示
や
渋
沢
栄
一
記
念
館
の
企

画
展
示
の
充
実
を
図
る
。
栄
一
翁
関
連
施

設
を
一
体
的
に
Ｐ
Ｒ
し
観
光
客
の
誘
致
を

促
進
し
、
さ
ら
に
、
メ
デ
ィ
ア
へ
の
情
報

発
信
を
通
し
て
、
栄
一
翁
イ
コ
ー
ル
深
谷

市
の
イ
メ
ー
ジ
を
強
固
に
し
て
い
く
。

●
深
谷
市
の
お
土
産
に
つ
い
て

　
　
ネ
ギ
以
外
に
深
谷
市
の
お
土
産
と
し

て
市
が
推
奨
す
る
も
の
は
あ
る
か
。

　
　
ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー
や
と
う
も
ろ
こ
し
、

花
き
等
季
節
ご
と
の
農
畜
産
物
、
漬
物
や

地
酒
等
も
本
市
を
代
表
す
る
名
産
品
で
あ

る
。
本
市
と
し
て
特
定
の
物
を
推
奨
で
き

な
い
が
、
観
光
協
会
や
商
工
団
体
と
協
力

し
て
Ｐ
Ｒ
し
て
い
く
。

●
公
園
内
の
ド
ッ
グ
ラ
ン
設
置
に
つ
い
て

　
　
市
内
の
公
園
で
、
比
較
的
大
き
な
公

園
に
ド
ッ
グ
ラ
ン
を
設
置
で
き
な
い
か
。

　
　
駐
車
場
を
含
め
ス
ペ
ー
ス
の
問
題
や

管
理
上
の
問
題
が
あ
り
、
設
置
す
る
考
え

は
な
い
。

　
　
管
理
上
の
問
題
と
は
。

　
　
フ
ェ
ン
ス
の
設
置
、
鳴
き
声
、
フ

ン
・
ゴ
ミ
等
の
日
常
清
掃
、
ト
ラ
ブ
ル
へ

の
対
応
、
管
理
人
の
配
置
等
の
事
で
あ
る
。

A
QQ

QQ

AA

AA

７
月
３
日
を
記
念
日
と
し
て
イ
ベ
ン
ト
の
実
施
を
検
討
す
る

Q
新
一
万
円
札
発
行
記
念
イ
ベ
ン
ト
を
毎
年
開
催
す
る
予
定
は

坂 本 　 博
さ か  も と ひろ し

映像は
こち ら から

市Ｈ Ｐ 深谷市の財政状況
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小
学
生
の
登
下
校
の
見
守
り
活
動
を

「
見
え
る
化
」
し
て
、
無
理
や
無
駄
を
な

く
し
、
活
動
者
を
増
や
し
て
い
く
べ
き
と

考
え
る
。

　
　
登
下
校
時
の
見
守
り
活
動
に
つ
い
て

は
、
学
校
を
中
心
に
保
護
者
や
Ｐ
Ｔ
Ａ
、

地
域
の
方
々
、
行
政
、
企
業
等
が
連
携
・

協
働
し
て
、
地
域
全
体
で
取
組
を
進
め
て

い
く
こ
と
が
重
要
。
「
見
え
る
化
」
の
た

め
、
ど
の
場
所
で
立
哨
指
導
を
し
て
い
る

か
が
わ
か
る
地
図
を
作
成
、
更
新
す
る
よ

う
、
校
長
会
等
を
通
し
て
指
導
し
て
い
く
。

●
「
溺
れ
な
い
技
術
」
へ
の
取
組

　
　
水
泳
の
授
業
に
「
溺
れ
な
い
技
術
」

を
積
極
的
に
取
り
入
れ
る
べ
き
。

　
　
基
本
的
な
水
泳
技
術
の
習
得
だ
け
で

な
く
、
安
全
面
の
指
導
に
対
し
て
も
よ
り

一
層
充
実
で
き
る
よ
う
、
着
衣
泳
等
を
各

学
校
に
お
い
て
積
極
的
に
実
施
す
る
な
ど

取
組
を
進
め
て
い
く
。

●
新
札
発
行
日
の
７
月
３
日
に
つ
い
て

　
　
渋
沢
栄
一
の
顕
彰
に
お
け
る
企
画
と

し
て
、
毎
年
、
新
札
発
行
日
で
あ
る
７
月

３
日
を
祝
す
日
と
す
る
こ
と
を
推
し
た
い
。

　
　
７
月
３
日
は
、
渋
沢
栄
一
の
命
日
で

あ
る
11
月
11
日
と
同
じ
様
に
、
新
一
万
円

札
発
行
記
念
日
と
し
て
位
置
づ
け
た
い
と

考
え
る
。
そ
し
て
そ
の
日
の
前
後
に
は
、

渋
沢
栄
一
に
ゆ
か
り
の
あ
る
団
体
を
招
い

た
イ
ベ
ン
ト
の
開
催
な
ど
を
検
討
す
る
。

A
QQ AA

A

安
心
・
安
全
を
守
る
た
め
の
環
境
づ
く
り
に
一
層
努
め
て
い
く

Q
小
学
校
の
登
下
校
の
見
守
り
活
動
を
「
見
え
る
化
」
す
る
べ
き

映像は
こち ら から

登下校の「 見える化」 で子ども 達の安心・ 安全を

今井　 慶一郎
いま　 い　 けい　いち　ろう

　
　
本
年
７
月
に
行
わ
れ
た
各
イ
ベ
ン
ト

の
費
用
内
訳
は
。

答
　
２
日
「
カ
ウ
ン
ト
ダ
ウ
ン
」
に
１
２

０
万
円
、
３
日
の
「
引
継
ぎ
式
」
１
４
０

万
円
、
「
ビ
ア
フ
ェ
ス
」
１
２
０
万
円
、

14
日
の
「
パ
レ
ー
ド
＆
博
覧
会
」
１
，
１

５
０
万
円
「
ス
ペ
シ
ャ
ル
ト
ー
ク
」
４
７

０
万
円
掛
か
っ
た
。

　
　
個
人
の
方
か
ら
の
寄
附
金
が
あ
っ
た

と
聞
い
て
い
る
が
、
ど
の
様
な
方
か
ら
幾

ら
寄
附
が
あ
っ
た
か
。

　
　
福
島
久
仁
子
様
と
い
う
深
谷
市
出
身

の
元
小
学
校
教
員
の
方
か
ら
渋
沢
栄
一
新

紙
幣
発
行
イ
ベ
ン
ト
に
使
用
限
定
で
１
，

０
０
０
万
円
の
寄
附
を
頂
い
た
。

●
小
中
学
校
の
不
登
校
対
策
に
市
の
対
応

　
は
何
が
あ
る
か

　
　
不
登
校
の
理
由
調
査
の
結
果
は
。

　
　
令
和
４
年
度
調
査
で
は
無
気
力
が

78
・
８
％
、
令
和
５
年
度
は
不
安
や
鬱
が

34
・
０
％
、
無
気
力
が
33
・
５
％
、
生
活

リ
ズ
ム
の
不
調
が
25
・
１
％
で
あ
っ
た
。

　
　
「
桃
太
郎
電
鉄
」
の
よ
う
な
ゲ
ー
ム

感
覚
の
教
材
の
導
入
は
検
討
し
て
い
る
か
。

　
　
「
桃
太
郎
電
鉄
」
に
つ
い
て
は
校
長

会
で
活
用
に
つ
い
て
働
き
か
け
を
し
た
。

●
深
谷
嵐
山
線
の
整
備
に
つ
い
て

　
　
深
谷
嵐
山
線
の
秩
父
鉄
道
下
ア
ン

ダ
ー
パ
ス
工
事
の
進
捗
状
況
は
。

　
　
熊
谷
県
土
整
備
事
務
所
に
確
認
し
た

と
こ
ろ
、
秩
父
鉄
道
に
お
い
て
工
事
発
注

に
向
け
た
準
備
を
行
っ
て
お
り
、
受
注
者

が
決
ま
り
次
第
、
工
事
工
程
等
を
協
議
し
、

今
年
度
内
に
準
備
工
に
着
手
で
き
る
よ
う

調
整
を
行
っ
て
い
く
と
の
こ
と
で
あ
る
。

A
QQQ AAA

AA

５
イ
ベ
ン
ト
合
計
で
約
２
，０
０
０
万
円
掛
か
っ
た

Q
新
一
万
円
札
発
行
イ
ベ
ン
ト
で
の
経
費
は
い
く
ら
掛
か
っ
た
か

岡 　 　 仁
おか ひと し

映像は
こち ら から

Q Q

　
　
今
後
、
ど
の
よ
う
な
新
一
万
円
札
発

行
記
念
イ
ベ
ン
ト
を
企
画
し
て
い
る
の
か
。

　
　
毎
年
７
月
３
日
前
後
に
渋
沢
栄
一
に

ゆ
か
り
の
あ
る
団
体
等
を
招
い
て
イ
ベ
ン

ト
や
今
年
行
っ
た
よ
う
な
ビ
ア
フ
ェ
ス
・

深
谷
博
覧
会
を
同
時
開
催
す
る
な
ど
、
市

民
が
楽
し
め
る
よ
う
な
イ
ベ
ン
ト
を
検
討

し
て
い
く
。

●
こ
ど
も
館
に
つ
い
て

　
　
こ
ど
も
館
の
中
の
図
書
室
と
フ
ー
ド

コ
ー
ト
は
ど
の
よ
う
な
施
設
か
。

　
　
こ
ど
も
館
に
つ
い
て
は
、
児
童
福
祉

法
を
根
拠
と
す
る
児
童
館
に
準
じ
た
形
で

の
設
置
運
営
を
考
え
て
い
る
。
図
書
室
に

は
、
未
就
学
児
か
ら
小
学
生
向
け
の
図
書

を
揃
え
る
と
と
も
に
、
こ
ど
も
が
自
由
に

読
書
を
楽
し
ん
だ
り
、
親
子
で
読
み
聞
か

せ
で
き
る
ス
ペ
ー
ス
を
設
け
る
。
ま
た
、

親
子
や
友
人
同
士
で
会
話
を
し
な
が
ら
自

由
に
本
を
楽
し
め
る
場
所
と
し
て
運
用
し

て
い
き
た
い
。
ま
た
、
フ
ー
ド
コ
ー
ト
に

は
保
護
者
が
持
参
し
た
飲
食
物
な
ど
を
飲

食
で
き
る
ス
ペ
ー
ス
と
し
て
提
供
す
る
も

の
で
、
飲
み
物
や
食
べ
物
の
自
動
販
売
機

を
置
く
予
定
で
あ
る
。

●
見
返
り
の
松
と
唐
沢
川
の
桜
に
つ
い
て

　
　
見
返
り
の
松
と
唐
沢
川
の
桜
が
見
栄

え
が
悪
く
な
っ
て
い
る
が
、
手
入
れ
を
ど

の
よ
う
に
考
え
て
い
る
か
。

　
　
見
返
り
の
松
の
管
理
者
で
あ
る
国
へ

確
認
し
た
と
こ
ろ
今
後
剪
定
を
検
討
し
た

い
と
の
事
で
あ
っ
た
。
唐
沢
川
の
桜
に
つ

い
て
は
年
に
２
回
薬
剤
散
布
に
よ
る
害
虫

防
除
、
月
に
１
度
の
定
期
巡
視
な
ど
を

行
っ
て
い
る
。

A
QQ AA

７
月
３
日
を
新
一
万
円
札
発
行
記
念
日
と
し
た
い

Q
今
後
の
新
一
万
円
札
発
行
記
念
イ
ベ
ン
ト
の
企
画
に
つ
い
て

山 出 　 秀 明
やま　 で ひで  あき

映像は
こち ら から

QQ A

こ ども 館２ 階プレイ ホール完成予想図

深谷市総合防災訓練の様子

●
第
２
次
深
谷
市
公
共
施
設
適
正
配
置
計

　
画
に
つ
い
て

　
　
ふ
か
や
緑
の
王
国
及
び
花
植
木
公
設

地
方
卸
売
市
場
の
民
営
化
又
は
廃
止
の
方

向
性
を
聞
き
た
い
。

　
　
緑
の
王
国
に
つ
い
て
は
、
市
と
民
間

事
業
者
で
協
議
し
な
が
ら
、
民
営
化
、
廃

止
、
譲
渡
か
、
検
討
し
て
い
く
。
花
植
木

公
設
地
方
卸
売
市
場
に
つ
い
て
は
、
運
営

審
議
会
か
ら
民
営
化
に
向
け
た
協
議
を
卸

売
業
者
と
行
う
よ
う
意
見
を
頂
き
、
卸
売

業
者
と
意
見
交
換
を
行
い
、
今
後
も
丁
寧

に
協
議
を
重
ね
て
い
く
考
え
で
あ
る
。

　
　
花
園
就
業
改
善
セ
ン
タ
ー
は
、
令
和

14
年
度
ま
で
に
廃
止
の
よ
う
だ
が
。

　
　
令
和
８
年
度
ま
で
の
間
、
指
定
管
理

者
に
よ
る
管
理
運
営
を
予
定
し
て
お
り
、

廃
止
後
は
、
関
係
各
所
と
の
協
議
を
多
角

的
に
検
討
し
て
い
く
。

　
　
旧
岡
部
公
民
館
や
旧
川
本
公
民
館
及

び
旧
川
本
総
合
支
所
一
帯
の
跡
地
に
つ
い

て
今
後
ど
の
よ
う
に
考
え
る
か
。

　
　
境
界
確
定
の
た
め
の
測
量
が
必
要
な

こ
と
や
、
旧
岡
部
公
民
館
や
旧
川
本
公
民

館
の
場
合
、
市
街
化
調
整
区
域
内
に
位
置

す
る
た
め
、
法
令
に
基
づ
く
土
地
利
用
制

限
が
あ
る
。
早
期
に
跡
地
活
用
の
方
針
が

決
定
で
き
る
よ
う
精
査
を
進
め
て
い
く
。

●
防
災
に
つ
い
て

　
　
今
年
の
総
合
防
災
訓
練
の
評
価
は
。

ま
た
、
毎
年
訓
練
内
容
が
同
じ
で
よ
い
の

か
。

　
　
多
く
の
防
災
関
係
機
関
等
と
連
携
し
、

顔
が
み
え
る
関
係
を
作
る
こ
と
で
き
、
有

意
義
で
あ
っ
た
と
考
え
る
。
訓
練
内
容
も
、

毎
年
見
直
し
て
実
施
し
て
い
る
。

A
QAQQ A

Q AA

具
体
的
な
検
討
は
な
さ
れ
て
い
な
い

Q
上
武
連
携
構
想
勉
強
会
の
飛
行
場
計
画
に
つ
い
て

富 田 　 勝
と み  た まさ る

映像は
こち ら から
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公
民
館
の
利
用
料
金
が
、
参
加
者
か

ら
金
銭
の
多
寡
を
問
わ
ず
参
加
費
や
資
料

代
な
ど
を
徴
収
す
る
と
、
営
利
団
体
の
料

金
区
分
に
な
っ
て
し
ま
う
。
例
え
ば
学
習

会
を
企
画
し
大
会
議
室
を
３
時
間
借
り
た

た
場
合
、
講
師
謝
礼
や
印
刷
代
を
賄
う
た

め
に
参
加
者
か
ら
参
加
費
を
１
０
０
円
で

も
徴
収
す
る
と
、
９
０
０
円
で
借
り
ら
れ

る
と
こ
ろ
が
６
，
６
０
０
円
の
利
用
料
金

と
な
っ
て
し
ま
う
。
こ
れ
で
は
負
担
が
重

く
、
住
民
の
学
び
や
自
主
的
活
動
の
制
約

に
つ
な
が
る
と
考
え
る
。
非
営
利
団
体
の

活
動
に
対
し
て
は
「
金
銭
の
徴
収
の
有

無
」
と
い
う
画
一
的
な
も
の
で
判
断
す
る

の
で
は
な
く
、
内
容
で
判
断
さ
れ
る
べ
き
。

　
　
本
市
の
公
民
館
は
、
施
設
の
稼
働
率

向
上
や
市
民
の
生
涯
学
習
活
動
、
ス
ポ
ー

ツ
活
動
の
機
会
の
拡
充
を
目
的
に
、
令
和

４
年
度
か
ら
営
利
団
体
の
利
用
も
可
能
と

し
た
。
利
用
拡
大
に
あ
た
り
教
育
部
内
で

協
議
を
重
ね
、
新
た
に
営
利
料
金
区
分
を

設
定
し
た
。
そ
の
際
、
非
営
利
団
体
で
も

営
利
料
金
を
適
用
す
る
場
合
を
想
定
し
、

検
討
す
る
中
で
、
非
営
利
団
体
が
参
加
費

を
徴
収
す
る
催
し
に
つ
い
て
は
、
そ
の
内

容
や
目
的
、
参
加
料
金
の
多
寡
な
ど
に
よ

り
判
断
す
る
の
が
非
常
に
困
難
で
あ
り
、

ま
た
判
断
す
る
場
合
は
、
様
々
な
資
料
等

の
提
出
が
毎
回
必
要
と
な
る
た
め
、
利
用

者
に
対
し
て
過
重
な
負
担
を
与
え
る
こ
と

か
ら
、
客
観
的
な
基
準
と
し
て
参
加
者
か

ら
金
銭
の
徴
収
が
あ
る
か
ど
う
か
を
判
断

基
準
と
し
た
。
し
か
し
、
一
部
の
団
体
か

ら
は
、
利
用
料
に
負
担
を
感
じ
て
い
る
と

の
声
も
あ
り
、
教
育
委
員
会
と
し
て
は
、

声
を
真
摯
に
受
け
止
め
、
よ
り
良
い
制
度

と
な
る
よ
う
見
直
し
を
行
う
。

A
Q

よ
り
良
い
制
度
と
な
る
よ
う
見
直
し
を
行
う

Q
非
営
利
団
体
の
料
金
区
分
は
内
容
で
判
断
さ
れ
る
べ
き

佐 久 間 奈 々
さ 　 く 　 ま 　  な   な

映像は
こちら から

A

村 川 　 徳 浩
ミ ル ク 　 　 　 　 お や じ

映像は
こち ら から

　
　
深
谷
市
で
は
今
回
、
約
１
カ
月
の
間

に
、
予
定
金
額
の
合
計
が
63
億
円
を
超
え

る
３
つ
の
公
共
工
事
の
入
札
が
行
わ
れ
、

Ａ
社
を
代
表
構
成
員
と
す
る
Ｊ
Ｖ
が
、
平

均
落
札
率
99
・

67
％
で
全
て
を
落
札
し
た
。

入
札
に
競
争
原
理
が
全
く
働
い
て
い
な
い

と
考
え
る
が
、
問
題
で
は
な
い
か
。

　
　
競
争
性
・
透
明
性
は
、
充
分
担
保
さ

れ
て
お
り
、
公
平
公
正
な
入
札
が
実
施
さ

れ
た
結
果
で
あ
る
と
考
え
る
。

　
　
Ａ
社
は
令
和
３
年
５
月
25
日
に
ク

レ
ー
ン
事
故
、
７
月
16
日
に
人
身
事
故
を

起
こ
し
て
い
る
。
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず

７
月
７
日
の
入
札
に
参
加
し
、
２
億
１
４

０
０
万
円
の
皿
沼
浄
水
場
改
修
工
事
を
落

札
し
て
い
る
。
翌
年
６
月
か
ら
の
入
札
参

加
停
止
処
分
は
全
く
意
味
が
な
い
の
で
は
。

　
　
事
故
に
よ
る
損
害
調
査
と
そ
の
結
果

が
処
分
に
影
響
す
る
か
ど
う
か
判
断
す
る

た
め
に
時
間
が
か
か
っ
た
結
果
で
あ
る
。

　
　
全
治
３
カ
月
の
人
身
事
故
に
も
か
か

わ
ら
ず
、
救
急
車
を
呼
ば
な
か
っ
た
理
由

を
聞
い
て
い
る
か
。

　
　
伺
っ
て
い
な
い
。

　
　
一
方
で
市
は
、
Ａ
社
が
起
こ
し
た
令

和
２
年
11
月
10
日
の
事
故
で
は
、

26
日
に

１
カ
月
の
入
札
参
加
停
止
処
分
を
決
定
し

て
い
る
。
こ
の
対
応
の
差
は
ど
う
し
て
起

こ
る
の
か
。

　
　
単
純
な
人
身
事
故
で
あ
っ
た
た
め
、

す
ぐ
に
結
論
を
出
す
こ
と
が
出
来
た
た
め

あ
る
。

　
　
第
３
者
機
関
の
入
札
監
視
委
員
会
を

設
置
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

　
　
透
明
性
は
確
保
さ
れ
て
い
る
の
で
、

設
置
は
考
え
て
い
な
い
。
　

A
QQQ AA

QQ A AA

透
明
性
は
確
保
さ
れ
て
い
る
の
で
考
え
て
い
な
い

Q
入
札
監
視
委
員
会
を
設
置
す
べ
き
で
は
な
い
か

　
　
今
使
っ
て
い
る
国
民
健
康
保
険
証
は
、

い
つ
ま
で
使
え
る
の
か
。

　
　
市
の
国
民
健
康
保
険
で
交
付
し
て
い

る
被
保
険
者
証
は
、
原
則
、
有
効
期
限
の

令
和
７
年
７
月
末
ま
で
使
用
で
き
る
。
同

年
７
月
を
目
途
に
、
マ
イ
ナ
保
険
証
を

持
っ
て
い
な
い
人
に
は
「
資
格
確
認
書
」
、

持
っ
て
い
る
人
に
は
「
資
格
情
報
通
知

書
」
を
交
付
予
定
で
あ
る
。

　
　
資
格
確
認
書
に
有
効
期
限
は
あ
る
か
。

　
　
従
来
の
被
保
険
者
証
と
同
様
に
受
診

で
き
、
有
効
期
間
は
１
年
の
予
定
で
あ
る
。

　
　
マ
イ
ナ
保
険
証
の
利
用
者
が
、
離
職

な
ど
で
社
会
保
険
か
ら
国
保
に
変
更
す
る

時
の
手
続
き
に
変
更
は
あ
る
の
か
。

　
　
こ
れ
ま
で
と
同
様
、
加
入
や
脱
退
の

際
は
、
窓
口
で
の
手
続
き
が
必
要
で
あ
る
。

　
　
市
の
国
民
健
康
保
険
に
お
け
る
マ
イ

ナ
保
険
証
の
利
用
率
は
ど
う
か
。

　
　
国
の
調
べ
で
６
月
末
現
在
の
利
用
率

は
、

11
・
５
％
で
あ
る
。

　
　
市
の
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
交
付

率
な
ど
は
ど
う
か
。

　
　
８
月
末
現
在
、
申
請
率
は
86
・
４
％
、

交
付
率
は
75
・
０
％
で
あ
る
。

　
　
マ
イ
ナ
保
険
証
の
利
用
登
録
解
除
が

で
き
る
と
の
こ
と
だ
が
ど
う
か
。

　
　
利
用
登
録
は
任
意
で
あ
る
こ
と
を
踏

ま
え
、

10
月
末
頃
か
ら
加
入
す
る
健
康
保

険
に
申
請
す
る
こ
と
に
よ
り
利
用
解
除
で

き
る
仕
組
み
が
開
始
さ
れ
る
予
定
で
あ
る
。

●
学
校
給
食
費
の
無
償
化
の
実
現
を

　
　
深
谷
も
無
償
化
す
る
考
え
は
な
い
か
。

　
　
国
の
責
任
と
考
え
て
お
り
、
現
時
点

で
は
無
償
化
は
難
し
い
。
食
材
費
補
助
を

増
額
し
、
保
護
者
負
担
軽
減
を
図
り
た
い
。

A
QQQQ AAAA

QQQ AAA

映像は
こち ら から

申
請
に
よ
り
解
除
で
き
る
仕
組
み
が
開
始
予
定
で
あ
る

Q
マ
イ
ナ
保
険
証
の
利
用
登
録
が
解
除
で
き
る
の
か

鈴 木 　 三 男
すず　 き みつ　 お

A
現
在
、

2 5
団
体
を
認
可
し
て
い
る

Q
認
可
地
縁
団
体
の
認
可
数
は

田 島 　 秀 興
た   じ ま ひ で お き

映像は
こちら から

　
　
加
入
強
制
に
関
す
る
留
意
点
な
ど
を

情
報
提
供
し
た
方
が
い
い
の
で
は
な
い
か
。

　
　
本
年
度
、
全
て
の
自
治
会
長
向
け
に

ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
研
修
を
行
っ
て
い
る
が
、

「
運
営
の
手
引
き
」
で
は
加
入
強
制
の
留

意
点
に
は
言
及
し
て
い
な
い
。
自
治
会
連

合
会
の
意
見
を
い
た
だ
き
な
が
ら
、
必
要

に
応
じ
て
検
討
し
て
い
く
。

　
　
自
治
会
運
営
上
の
様
々
な
問
題
が
あ

る
な
か
、
事
例
集
な
ど
、
情
報
の
提
供
と

い
う
面
で
の
サ
ポ
ー
ト
の
強
化
を
考
え
て

も
良
い
か
と
思
う
が
、
市
の
考
え
は
。

　
　
「
自
治
会
運
営
の
手
引
き
」
「
新
任

自
治
会
長
研
修
」
な
ど
の
支
援
に
加
え
て
、

市
民
へ
広
く
情
報
発
信
で
き
る
よ
う
、
既

存
の
自
治
会
連
合
会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の

内
容
に
つ
い
て
、
連
合
会
の
皆
様
と
検
討

を
し
て
い
く
。

　
　
直
近
で
の
自
治
会
の
合
併
事
例
は
。

　
　
令
和
６
年
４
月
に
桜
ケ
丘
第
一
自
治

会
、
桜
ケ
丘
第
二
自
治
会
が
新
た
に
桜
ケ

丘
自
治
会
と
し
て
合
併
し
た
。

　
　
自
治
会
活
動
が
停
滞
し
た
場
合
、
認

可
の
取
り
消
し
や
合
併
を
促
す
こ
と
は
市

の
権
限
と
し
て
可
能
か
。

　
　
認
可
の
要
件
の
一
つ
に
「
現
に
活
動

が
行
わ
れ
て
い
る
こ
と
」
と
あ
り
、
活
動

が
停
滞
し
た
場
合
は
取
り
消
す
こ
と
も
で

き
る
。
ま
た
、
一
律
に
合
併
を
促
す
の
で

は
な
く
、
個
別
に
相
談
に
の
り
な
が
ら
、

そ
の
自
治
会
に
あ
っ
た
方
法
を
検
討
す
べ

き
と
考
え
て
い
る
。

　
　
自
治
会
運
営
の
今
後
に
つ
い
て
伺
う
。

　
　
高
齢
化
や
人
口
減
少
に
よ
る
自
治
会

運
営
へ
の
影
響
は
、
市
と
し
て
も
課
題
と

考
え
、
自
治
会
が
抱
え
る
課
題
の
解
決
に

向
け
て
、
継
続
的
に
支
援
し
て
い
く
。

QQQ AAA

QQ AA

１ 億円以上の一般競争入札の結果（ 令和６ 年）

公民館料金表（ 例： 深谷公民館）
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成
塚
地
内
、
バ
イ
パ
ス
整
備
に
つ
き

現
状
を
聞
き
た
い
。

　
　
令
和
６
年
３
月
、
地
元
の
成
塚
自
治

会
と
中
新
戒
自
治
会
に
お
い
て
、
全
て
の

土
地
所
有
者
か
ら
同
意
を
集
め
、
熊
谷
県

土
整
備
事
務
所
へ
要
望
書
が
提
出
さ
れ
て

い
る
。

　
　
何
年
く
ら
い
で
開
通
使
用
で
き
る
様

に
な
る
の
か
。

　
　
現
在
の
と
こ
ろ
、
何
年
か
か
る
か
分

か
ら
な
い
。
栄
一
翁
の
生
家
や
記
念
館
が

あ
る
八
基
地
区
か
ら
、
ホ
フ
マ
ン
輪
窯
へ

の
ア
ク
セ
ス
が
向
上
し
、
観
光
振
興
に
お

い
て
大
き
な
効
果
が
期
待
で
き
る
。
市
と

し
て
も
早
期
に
事
業
を
再
開
し
て
い
た
だ

く
よ
う
県
へ
要
望
し
て
い
く
。

●
新
一
万
円
札
発
行
イ
ベ
ン
ト
は
大
い
に

　
盛
り
上
が
っ
た

　
　
７
月
３
日
の
新
一
万
円
札
発
行
イ
ベ

ン
ト
は
、
来
年
度
以
降
に
つ
い
て
は
ど
の

様
に
考
え
て
い
る
の
か
。

　
　
渋
沢
栄
一
と
深
谷
を
広
く
Ｐ
Ｒ
で
き

た
と
考
え
て
い
る
。
７
月
３
日
を
発
行
の

記
念
日
と
し
、
そ
の
前
後
で
ゆ
か
り
の
あ

る
団
体
等
を
招
い
た
イ
ベ
ン
ト
や
、
ビ
ア

フ
ェ
ス
や
深
谷
博
覧
会
な
ど
、
市
民
が
楽

し
め
る
イ
ベ
ン
ト
を
検
討
し
て
い
く
。

こ
れ
か
ら
も
、
市
内
市
外
の
機
運
の
盛
り

上
が
り
を
持
続
し
、
引
き
続
き
栄
一
翁
の

顕
彰
と
精
神
の
継
承
に
つ
い
て
取
り
組
ん

で
い
く
。

A
QQQ AA

５
３
０
ｍ
区
間
全
て
の
土
地
所
有
者
の
同
意
を
得
要
望
書
提
出

A

Q
県
道
成
塚
中
瀬
線
の
小
山
橋
以
北
の
整
備
に
進
捗
は
あ
っ
た
か

髙 田 　 博 之
たか　 だ ひろ   ゆき

映像は
こちら から

。
す
ま
い
て
し
行
発
を
版
D
C
、
は
り
よ
だ
会
議
市
や
か
ふ
〈

 

会
議
協
祉
福
会
社
市
は
方
る
れ
さ
望
希
を
付
送

 

（

L
E
T

3
7
5

〉
。
い
さ
だ
く
絡
連
ご
へ
）
3
6
5
6

　
　
Ｌ
ｏ
Ｇ
ｏ
チ
ャ
ッ
ト
導
入
で
、
宛
名

や
あ
い
さ
つ
の
簡
素
化
は
進
ん
だ
か
。

　
　
人
に
も
よ
る
し
、
大
き
な
グ
ル
ー
プ

で
の
連
絡
な
ど
状
況
に
も
よ
る
が
、
肌
感

覚
と
し
て
簡
素
化
さ
れ
た
感
じ
が
あ
る
。

　
　
市
の
Ｓ
Ｎ
Ｓ
、
Ｘ
と
公
式
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ

の
使
い
分
け
は
。

　
　
情
報
が
拡
散
さ
れ
や
す
い
Ｘ
は
不
特

定
多
数
に
広
が
り
、
興
味
の
あ
る
分
野
が

登
録
で
き
る
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
は
特
定
の
対
象
に

届
き
や
す
い
。

　
　
ネ
ギ
ー
で
寄
附
は
で
き
る
の
か
。

　
　
今
年
１
月
の
能
登
半
島
地
震
を
き
っ

か
け
に
、
寄
附
の
受
付
を
開
始
し
た
。

　
　
Ｉ
Ｃ
Ｔ
支
援
に
は
市
民
の
グ
ル
ー
プ

も
多
い
。
協
働
す
る
体
制
は
。

　
　
す
で
に
市
民
団
体
が
講
師
の
ス
マ
ホ

教
室
を
実
施
。
Ｉ
Ｃ
Ｔ
支
援
は
、
職
員
だ

け
で
な
く
市
民
団
体
と
一
緒
に
や
っ
て
い

き
た
い
。
提
案
が
あ
れ
ば
検
討
す
る
。

　
　
Ｄ
Ｘ
で
削
減
さ
れ
た
時
間
で
職
員
は

何
を
す
る
か
。

　
　
事
務
以
外
に
市
民
の
声
を
き
く
相
談

業
務
は
大
き
な
部
分
で
あ
り
、
現
在
ま
だ

手
が
届
い
て
い
な
い
サ
ー
ビ
ス
も
あ
る
。

で
き
た
時
間
を
そ
う
い
う
違
っ
た
仕
事
に

シ
フ
ト
し
て
、
よ
り
き
め
細
か
い
行
政

サ
ー
ビ
ス
に
し
た
い
。

●
障
害
者
の
日
常
生
活
用
具
給
付

　
　
ス
ト
ー
マ
装
具
も
値
上
が
り
し
て
い

る
。
基
準
額
の
変
遷
は
。

　
　
ス
ト
ー
マ
装
具
は
、
障
害
者
自
立
支

援
法
に
位
置
付
け
ら
れ
た
時
の
額
か
ら
改

定
な
く
現
在
に
至
る
。
日
常
生
活
用
具
の

基
準
額
の
見
直
し
は
、
優
先
順
位
や
実
施

時
期
等
を
考
慮
し
検
討
し
て
い
き
た
い
。

A
QQQQQ AAAA

QA A

映像は
こちら から

組
織
横
断
的
な
課
題
解
決
の
た
め
複
数
課
職
員
で
設
置

Q
Ｄ
Ｘ
資
料
に
散
見
す
る
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
の
実
態
は

小 林 　 真
こ   ばやし まこ と

　
　
令
和
元
年
台
風
19
号
で
は
42
自
治
会

に
避
難
指
示
を
発
令
し
、
９
施
設
の
避
難

所
を
開
設
し
た
。
起
こ
り
う
る
災
害
に
備

え
、
水
害
時
等
の
実
践
的
な
避
難
訓
練
を

実
施
す
べ
き
で
あ
る
と
思
う
が
。

　
　
自
治
会
や
自
主
防
災
会
と
連
携
し
、

各
種
訓
練
や
防
災
講
座
を
実
施
し
て
い
る
。

水
害
や
地
震
を
想
定
し
、
支
会
単
位
で
の

情
報
伝
達
訓
練
を
令
和
４
年
度
に
４
支
会
、

５
年
度
に
４
支
会
実
施
し
た
。
残
り
の
支

会
は
６
年
度
に
実
施
し
、
今
後
は
避
難
所

運
営
訓
練
な
ど
災
害
時
に
必
要
な
訓
練
を

検
討
し
て
い
く
。

　
　
自
主
防
災
会
が
結
成
さ
れ
て
い
な
い

自
治
会
が
36
あ
る
。
市
か
ら
発
令
さ
れ
る

避
難
情
報
は
住
民
に
届
く
の
か
。

　
　
自
主
防
災
会
の
結
成
の
有
無
に
関
わ

ら
ず
、
自
治
会
長
に
電
話
連
絡
す
る
。

　
　
自
治
会
に
防
災
活
動
を
推
進
す
る

リ
ー
ダ
ー
が
必
要
と
感
じ
る
。
市
内
に
何

名
の
防
災
士
資
格
の
登
録
が
あ
る
の
か
。

　
　
市
の
補
助
制
度
を
利
用
し
た
1 5
名
の

ほ
か
、
令
和
５
年
８
月
末
現
在
で
8 6
名
の

資
格
取
得
者
が
居
る
。

　
　
防
災
士
資
格
取
得
ま
で
の
流
れ
と
費

用
、
市
か
ら
の
助
成
は
。

　
　
防
災
士
養
成
研
修
講
座
を
受
講
し
て

資
格
取
得
試
験
に
合
格
し
、
併
せ
て
救
急

救
命
講
習
を
受
け
る
必
要
が
あ
る
。
資
格

取
得
費
用
は
約
６
万
円
で
、
市
か
ら
は
費

用
の
２
分
の
１
、
上
限
３
万
円
を
補
助
し

て
い
る
。

　
　
防
災
士
資
格
取
得
費
用
を
市
で
全
額

負
担
で
き
な
い
か
。

　
　
自
己
負
担
が
無
く
、
資
格
が
得
ら
れ

る
よ
う
検
討
し
て
い
く
。

A
QQQ A

QQ AAA

A

各
種
防
災
訓
練
や
防
災
士
の
育
成
を
推
進
し
て
い
く

Q
地
域
防
災
力
の
強
化
に
向
け
て
の
取
組
は

八 須 　 由 憲
はち　 す よし   のり

映像は
こち ら から

　
　
埼
玉
り
そ
な
銀
行
の
Ａ
Ｔ
Ｍ
が
旧
川

本
総
合
支
所
か
ら
ワ
モ
ア
川
本
に
移
設
さ

れ
ず
、
撤
去
と
な
っ
た
。
当
Ａ
Ｔ
Ｍ
は
当

時
、
長
い
行
列
が
で
き
る
ほ
ど
の
利
用
者

が
あ
り
、
川
本
地
区
の
住
民
は
と
て
も
便

利
に
使
っ
て
い
た
が
、
現
在
、
撤
去
さ
れ

て
し
ま
い
不
便
と
な
っ
た
た
め
、
ど
う
に

か
な
ら
な
い
か
と
の
要
望
を
受
け
た
。
便

利
に
利
用
出
来
た
が
、
ど
う
な
っ
た
か
お

尋
ね
し
た
い
。

　
　
「
ワ
モ
ア
川
本
」
は
、
川
本
公
民
館
、

川
本
図
書
館
、
川
本
総
合
支
所
が
移
転
、

併
設
し
た
複
合
施
設
で
、
令
和
６
年
４
月

１
日
に
オ
ー
プ
ン
し
た
。
こ
の
移
転
に
伴

い
、
旧
川
本
総
合
支
所
敷
地
内
に
設
置
さ

れ
て
い
た
「
埼
玉
り
そ
な
銀
行
」
の
Ａ
Ｔ

Ｍ
が
廃
止
・
撤
去
と
な
っ
た
。
そ
の
経
緯

は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

　
令
和
元
年
12
月
、
川
本
総
合
支
所
の
移

転
及
び
川
本
公
民
館
、
川
本
図
書
館
と
の

複
合
化
に
つ
い
て
、
埼
玉
り
そ
な
銀
行
深

谷
支
店
担
当
者
に
説
明
し
、
令
和
２
年
12

月
、
川
本
複
合
施
設
建
設
工
事
設
計
業
務

委
託
開
始
に
伴
い
、
複
合
施
設
敷
地
内
へ

の
Ａ
Ｔ
Ｍ
移
転
の
意
向
を
埼
玉
り
そ
な
銀

行
深
谷
支
店
に
対
し
確
認
す
る
が
、
こ
の

件
に
つ
い
て
本
部
か
ら
連
絡
す
る
と
の
回

答
を
受
け
た
。
そ
の
後
、
埼
玉
り
そ
な
銀

行
本
部
か
ら
移
転
の
意
向
が
示
さ
れ
な

か
っ
た
た
め
、
令
和
３
年
５
月
下
旬
、
市

か
ら
埼
玉
り
そ
な
銀
行
深
谷
支
店
に
連
絡

を
取
り
、
本
部
か
ら
移
転
の
意
向
が
示
さ

れ
な
か
っ
た
こ
と
に
よ
り
、
Ａ
Ｔ
Ｍ
の
移

転
が
実
施
設
計
に
盛
り
込
ま
れ
て
い
な
い

こ
と
を
説
明
し
、
再
度
移
転
の
意
向
を
確

認
す
る
も
「
新
た
な
施
設
敷
地
内
へ
の
移

転
は
し
な
い
」
と
の
回
答
を
受
け
た
。

A
QA

映像は
こち ら から

Ａ
Ｔ
Ｍ
移
転
の
意
向
は
な
い
と
の
回
答
が
あ
っ
た

Q
「
川
本
町
役
場
」
当
時
の
Ａ
Ｔ
Ｍ
が
撤
去
さ
れ
た
経
緯
を
伺
う

永 田 　 勝 彦
なが　 た かつ　 ひこ
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1 2 月定例会のお知らせ

編 集 委 員 会

議会の生中継・ 録画配信
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1 5

　 国政においては、 石破新総理のも と 、 解散総選挙が行われる 等緊張

し た情勢が続いています。 深谷市議会でも 、 ９ 月議会は決算審査の大

切な議会で、 多く の議員から 決算状況に関する 質疑があり 、 また、 市

政一般に対する質問も 2 1 名の議員が登壇するなど活発な議論が交わさ

れまし た。 さ ら に、 最終日、 採決の際の討論でも 、 ５ 件の議案に対し

反対、 賛成が交わさ れるなど緊張感のある議会でし た。

　 皆様に「 読んでも ら える 議会だより 」 を 目指し て、 編集委員会も 活

発な議論を重ねています。 ご一読く ださ い。 　 　 　 　 　 　 　 田口　 英夫

今号の表紙

［ 副委員長］［ 委 員 長 ］

［ 委 員 ］

佐久間　 奈々

田島　 秀興　 福島　 秀樹　 八須　 由憲
小林　 　 真　 山出　 秀明　 繫　 　 由香

［ 編集責任者］

田口　 英夫

　 新一万円札フ ィ ーバーが一息ついた今

号のデザイ ンは、 一時代を築いたジャ ズ

ピアニスト に捧げら れた1 9 8 0 年代のア

ルバムジャ ケッ ト から 。 その「 ワン＆オ

ンリ ー」 と いわれた演奏スタ イ ルのよう

に、 わが議会も 自由で独創的な発想で新

たな深谷をつく っ ていきます。

議長　 角田　 義徳

日 月 火 水 木 金 土

（ 開会）
議案説明 議案説明 議案質疑 議案質疑

福祉文教
委員会

産業建設
委員会

総務
委員会

一般質問 一般質問 一般質問

日 月 火 水 木 金 土

11/24 3 02 92 82 72 62 5

1 2 /1 72 3 4 5 6

採決
（ 閉会）

8 9 1 0 1 1 1 2 1 3 1 4

1 2 月定例会のお知らせ

議会のう ごき
行 事 内 容行 事 内 容 行 事 内 容行 事 内 容

行 事 内 容行 事 内 容

2 3 (火)

3 0 (火)

2 6 (月)

議会運営委員会

第１ 回臨時会

議会改革委員会

議会運営委員会

議員全員協議会

・ 新１ 万円札×地域通貨ネギー第３ 弾

・ 自動運転バス事業の進捗状況

・ 深谷駅-籠原駅間における廃止路線

　 代替バスの新規運行

・ 市道幹３ ６ 号線の道路整備

議会改革委員会

8月

9月7月

3 (火) 

5 (木) 

9 (月) 

1 0 (火) 

1 1 (水) 

1 2 (木) 

1 3 (金) 

1 9 (木) 

2 0 (金) 

2 4 (火) 

2 6 (木) 

議会運営委員会

議会開会、 議案説明

議案質疑

産業建設委員会

総務委員会

福祉文教委員会

決算特別委員会

決算特別委員会

一般質問

一般質問

一般質問

議会運営委員会

採決、 議会閉会

議員全員協議会

・ 地域通貨ネギーを活用し た障害者

　 施設の授産製品の販売促進

議会改革委員会

http://fukaya.gijiroku.com

